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平成２６年第５回邑南町議会定例会（第１日目）会議録 
１．招集年月日   平成２６年９月８日（平成２６年８月２７日告示） 

２．招集の場所    邑南町役場  議場 
３．開   会     平成２６年９月８日（月）  午前９時３２分 
                      散会  午後３時１５分 
４．応招議員 
 議席    氏   名  議席    氏  名  議席     氏  名  議席    氏  名 
 １番 大和 磨美  ２番 瀧田 均  ３番 平野 一成  ５番 和田 文雄 
  ６番 宮田 博  ７番 漆谷 光夫  ８番 大屋 光宏  ９番 中村 昌史 
１０番 日野原 利郎 １１番 清水 優文 １２番 辰田 直久 １３番 亀山 和巳 
１４番  石橋 純二 １５番 三上 徹 １６番 山中 康樹   
５．不応招議員  なし 
６．出席議員  １５名 
 議席    氏   名  議席    氏  名  議席     氏  名  議席    氏  名 
 １番 大和 磨美  ２番 瀧田 均 ３番 平野 一成  ５番 和田 文雄 
  ６番 宮田 博  ７番 漆谷 光夫  ８番 大屋 光宏  ９番 中村 昌史 
１０番 日野原 利郎 １１番 清水 優文 １２番 辰田 直久 １３番 亀山 和巳 
１４番  石橋 純二 １５番 三上 徹 １６番 山中 康樹   
７．欠席議員   なし 
 議席    氏  名  議席    氏  名  議席    氏  名  議席    氏  名 
        
８．地方自治法第１２１条第１項の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名 
   職 名     氏  名    職 名    氏  名   職 名    氏  名 
町 長 石橋 良治 副町長 桑野 修 総務課長 藤間 修 
危機管理課   服部 導士 定住促進課長 原  修 企画財政課 日高 輝和 
町民課長 種 文昭 税務課長 上田 洋文 福祉課長 飛弾 智徳 

農林振興課 植田 弘和 商工観光課長 日高 始 建設課長 土崎 由文 
水道課長 朝田 誠司 保健課長 日高 誠 会計管理者 安原 賢二 
羽須美支所 加藤 幸造 瑞穂支所長 川信 学 教育委員長 河野 義則 
教育長 土居 達也 学校教育課長 細貝 芳弘 生涯学習課 能美 恭志 
監査委員 實田 譲 農業委員会長 田中 正規   

９．本会議に職務のため出席した者の氏名 
    議会事務局長 沖 幹雄  事務局調整監 日高 泉 
１０．町長提出議案の題目  別紙のとおり 
１１．会議録署名議員の氏名 

  議席 氏 名   議席 氏 名 
１番 大和 磨美 ２番 瀧田 均 

１２．本日の会議の大要は別紙のとおりである。 
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 平成２６年第５回邑南町議会定例会議事日程（第１号） 
 

平成２６年９月８日（月） 午前９時３０分開議  
 
 開会、開議宣告 
 
  議事日程の報告 
 
日程第１ 会議録署名議員の指名 
 
日程第２ 会期の決定 
 
日程第３ 中間行政報告 
 
日程第４  報告事項 
 
  報告第 ８ 号 邑南町開発公社の経営状況の報告について 
   
  報告第 ９ 号 平成２５年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告につ

いて 
 
  報告第１０号 平成２５年度邑南町教育委員会の権限に属する事務の点検・評価報告に

ついて 
 
  報告第１１号 例月現金出納検査結果報告について 
 
日程第５ 議案の上程、説明、質疑、討論、採決 
 
  議案第８９号 人権擁護委員候補者の推薦について 
 
  議案第９０号 人権擁護委員候補者の推薦について 
 
日程第６ 議案の上程、説明 
 
  議案第９１号 平成２５年度邑南町一般会計歳入歳出決算の認定について 
 
  議案第９２号 平成２５年度邑南町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて 
 
  議案第９３号 平成２５年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 
 

   議案第９４号 平成２５年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定
について 

 
  議案第９５号 平成２５年度邑南町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 
 
  議案第９６号 平成２５年度邑南町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 
 
  議案第９７号 平成２５年度邑南町電気通信事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 
         て 
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  （平成２５年度邑南町各会計歳入歳出決算審査結果報告） 
 
  議案第９８号 邑南町町営バス条例の一部改正について 
 
  議案第９９号 邑南町福祉事務所設置条例の一部改正について 
 
  議案第１００号 邑南町生活排水処理施設使用料条例の一部改正について 
 
  議案第１０１号 邑南町過疎地域自立促進計画の一部変更について 
 
  議案第１０２号 工事請負契約の締結について 
 
  議案第１０３号 町道路線の廃止について 
 
  議案第１０４号 町道路線の認定について 
 
  議案第１０５号 邑南町「男女共同参画推進の町」を宣言することについて 
 
  議案第１０６号 平成２６年度邑南町一般会計補正予算第３号について 
 
  議案第１０７号 平成２６年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算第２号につい

て 
 
  議案第１０８号 平成２６年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予算第

２号について 
 
  議案第１０９号 平成２６年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号につ

いて 
 
  議案第１１０号 平成２６年度邑南町簡易水道事業特別会計補正予算第２号について 
 
  議案第１１１号 平成２６年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第２号について 
 
  議案第１１２号 平成２６年度邑南町電気通信事業特別会計補正予算第２号について 
 
 
日程第７ 請願文書表 
 
  請願第 ４ 号 「地方財政の充実・強化」を求める請願 
 
日程第８ 陳情文書表 
 
  陳情第 １ 号 手話言語法制定を求める意見書の提出を求める陳情 
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平成２６年第５回邑南町議会定例会（第１日目）会議録 

平成２６年９月８日（月） 

―― 午前９時３２分 開会 ―― 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

開会宣告 

●議長（山中康樹）  おはようございます。定足数に達しておりますので、ただ今から、平成

２６年第５回邑南町議会定例会を開会いたします。議長の諸般の報告につきましては、お

手元に配付をしたとおりでございますので、ご覧いただきたいと思います。これより、本

日の会議を開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでございま

す。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

●議長（山中康樹）  日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。１番大和議員、２番瀧

田議員、お願いをいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２ 会期の決定 

●議長（山中康樹） 日程第２、会期の決定を議題といたします。お諮りをいたします。本定

例会の会期は、本日、９月８日から９月１９日までの１２日間といたしたいと思います。

これにご異議はありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

●議長（山中康樹） 異議なしと認めます。したがって、会期は、本日９月８日から９月１９

日までの１２日間とすることに決定をいたしました。 

                       ～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第３ 中間行政報告 

●議長（山中康樹） 日程第３、中間行政報告。これより町長に中間行政報告及び諸般の報告

を行っていただきます。 

●石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） 平成２６年第５回邑南町議会定例会の開会にあたり、決算認定

案、条例案、予算案の説明に先立ちまして、決算状況、財政状況及び現在進めており

ます諸施策等についてご報告申しあげ、町議会並びに町民の皆様へのご理解とご協力

を賜りたいと存じます。始めに、８月２０日未明に発生した広島市安佐南区、安佐北

区の土砂災害において、不幸にして犠牲となられた方々に対しお悔みを申しあげます

とともに、被害に遭われた方々にお見舞いを申しあげます。また現地で救助や救援に

あたられている方のご努力に対し敬意を表し、一日も早い復興を願っております。邑

南町といたしましても、８月２５日より本庁、各支所や公民館などに義援金箱を設置

させていただいております。また邑南町独自として広島市に対しての義援金を検討を

しております。次に、平成２５年度における各会計の決算につきましては、本定例会にご

承認をお願いするよう提案しておりますが、その概要につきましてご説明いたします。各

会計とも、平成２５年度の決算でございまして、本年５月末日をもって出納閉鎖を行
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ったところでございます。まず、一般会計につきましては、歳入総額１３１億９千５９

２万９千７９１円に対しまして歳出総額１２６億８千９３５万９千３２５円で、差し引き

５億６５７万４６６円の黒字でございましたが、繰越明許により翌年度へ繰り越すべき財

源の、２億９千１１０万７千円を差し引きますと、実質収支額は２億１千５４６万３千４

６６円の黒字でございます。次に、特別会計でございますが、国民健康保険事業特別会計

は、歳入総額１５億３千６２５万６千８７３円に対しまして、歳出総額１５億１千９９２

万５千５４８円で、差し引き１千６３３万１千３２５円の黒字。国民健康保険直営診療所

事業特別会計は、歳入総額８千１６７万５千７８８円に対しまして、歳出総額７千８３８

万１７８円で、差し引き３２９万５千６１０円の黒字。後期高齢者医療事業特別会計は、

歳入総額３億６千４８６万９千９６９円に対しまして、歳出総額３億６千２２９万８千８

９２円で、差し引き２５７万１千７７円の黒字。簡易水道事業特別会計は、歳入総額６億

５千４９３万４千６２０円に対しまして、歳出総額６億５千２５８万８千４９円で、差し

引き２３４万６千５７１円の黒字でございますが、繰越明許により翌年度へ繰り越すべき

財源の、４万円を差し引きますと、実質収支額は２３０万６千５７１円の黒字でございま

す。下水道事業特別会計は、歳入総額９億６千７８９万７千４９円に対しまして、歳出総

額９億４千８８５万３３２円で、差し引き１千９０４万６千７１７円の黒字。電気通信事

業特別会計は、歳入総額４億３千４５１万２６５円に対しまして、歳出総額４億２千４７

０万２千４１１円で、差し引き９８０万７千８５０円の黒字でございます。決算に基づく

普通会計の財政指数につきましては、経常収支比率は９３．７％で、前年度対比で０．４

ポイントの減少となっております。いわゆる財政健全化法に係る判断基準のうち、実質赤

字比率、連結実質赤字比率については赤字額がないため早期健全化基準に該当する数値は

ございません。実質公債費比率は１５．８％、将来負担比率は１５５．３％となっており

ます。いずれも早期健全化基準となる数値は下回っていますが、前年度対比では実質公債

費比率が０．７ポイント、将来負担比率が４．８ポイント上昇しております。簡易水道事

業特別会計、下水道事業特別会計に係る資金不足比率については、資金不足がないため経

営健全化基準に該当する数値はございません。詳細につきましては、後ほど議案を提出す

る際にご説明いたしますのでよろしくお願いをいたします。次に、本年度の財政運営につ

いて申しあげます。本年度の普通交付税の配分が７月２５日に決定されました。概要は、

普通交付税は６０億２千４２３万１千円、臨時財政対策債発行可能額は３億９千５９７万

７千円で、合わせて６４億２千２０万８千円となり、平成２５年度と比較して１．２％の

減少、額にして７千７３０万７千円の減額となっています。主な減額要因としましては、

算定に用いられる単位費用が全体的に減額となったこと。町道を農道に移管したことに伴

う減額などでございます。なお、当初予算におきましては、いずれも決定額を下回る金額

を計上しておりますので、この配分結果に基づき、今回の一般会計補正予算におきまして

は、普通交付税を４千８２３万１千円増額、臨時財政対策債を２千６３５万円増額するこ

ととしております。また、平成２５年度決算に基づき、繰越金を２億５４６万３千円増額

することとしていますのでよろしくお願いをいたします。次に、これまで行いました台風

などの気象に関する防災対応について申しあげます。今年度に入り、３件の対応をしており

ます。１回目は、７月８日から１０日の間対応いたしました台風８号でございます。警戒

体制をとり無線放送で注意喚起を行いましたが、接近しなかったことから、特に災害は発
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生せず、避難者もございませんでした。２回目は、８月５日の大雨と、それに伴う６日の

江の川の増水でございます。５日夜、口羽地区から上田地区にかけて時間雨量最大で４６

ミリの激しい雨が短時間ではありますが降りましたので、松木集落、長田向集落の災害時

緊急連絡協力者と上田地区周辺に居住する職員に降雨状況を確認しております。この雨に

より上口羽で家屋被害が１件、雪田地区で林道災害が１か所発生しておりまして、家屋被

害に遭われた１世帯２人が上口羽自治会館に一時的に避難されています。また、この雨は

南下し広島県側で大雨となっておりまして、６日江の川が増水し、大津観測所において水

位が７．５２メートルに到達しております。羽須美支所に災害第１体制を配備し、通行止

め、樋門の締切などを行っておりますが、道路の一部が冠水したほかは災害の発生はなく、

避難者もございませんでした。３回目は、８月９日、１０日に対応いたしました台風１１

号でございます。当初の予想進路では本町近辺を通過することになっていましたので災害

準備体制を配備し無線放送で注意喚起するなど警戒をしておりましたが、幸いにも徐々に

進路が東よりに変わり、暴風域から外れ、大きな影響や被害はありませんでした。なお、

９月５日のＮＨＫ報道番組フェイスの中でも邑南町の様子や対応が放送されていますが、

この台風の接近は、８．２４豪雨災害の教訓から新設しました、明るいうちの避難の呼び

かけとなります避難予報の基準に該当しましたので、５日の午後４時に避難予報を発表

し、避難受入れのため全公民館を開館しました。結果的には、矢上公民館と日貫公民館そ

れぞれに１世帯１人が避難されました。そのほか、親戚のお宅に１世帯５人が避難された

と伺っております。今後も的確な判断と正確な情報を迅速にお伝えできるよう努めてまい

りたいと思っております。次に、邑南町民防災の日と防災週間に関わる活動について申し

あげます。８月２４日の邑南町民防災の日と８月１８日から２４日までの間の防災週間に

おきましては、各地域で講演会や検討会、避難訓練などの自主的な取り組みが行われまし

た。町におきましては、期間中、のぼり旗や無線放送、ケーブルテレビなどで啓発活動を

行ったほか、２３日には静岡大学の牛山教授を講師に招き講演会を開催し、約１１０名の

方に参加していただきました。災害の経験を後世に伝え、得た教訓を今後もさらに生かし

ていけるよう今後も努めてまいりたいと考えております。次に、三江線の全線開通につい

て申しあげます。昨年８月の豪雨災害により、三江線は江津駅から浜原駅間で列車の運行

ができなくなっていましたが、７月１９日に全線での運行が再開されました。三江線改良

利用促進期成同盟会、三江線活性化協議会では、この運行再開を記念して ７月１９日、

三次駅発の江津行き１番列車が川本駅に到着するのに合わせ、石見川本駅において、島根

県溝口知事、ＪＲ西日本米子支社長を来賓に、全線開通記念式典を開催しました。この日

に乗車された方には乗車記念品がプレゼントされ、先月の８月の土曜日、日曜日に乗車さ

れた方には神楽面、沿線市町の特産品などが抽選で当たるプレゼントキャンペーンも実施

されました。三江線の利用促進のため、神楽をテーマにしたラッピング車両は９月２７日

土曜日からの運行を予定しておりますが、行楽シーズンには、神楽特別列車６本の運行を

予定しており、邑南町が担当する１１月２９日土曜日は、三次駅で乗車していただき、神

楽の観覧や口羽駅前での特産品販売を行い、浜原駅下車後に、道の駅みずほ、香木の森公

園などにご案内する予定です。次に、指定管理施設いこいの村しまねの耐震に伴う改修工

事について申しあげます。平成２５年度繰越の社会資本整備総合交付金事業により改修を

計画しております、いこいの村しまね耐震に伴う改修工事につきましては、昨年度８月２
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４日の災害時に崩落しました風呂棟下の斜面の復旧工事を先行して行っております。本復

旧工事箇所は、作業が困難な場所でもあり、この工事が完了しない限り耐震工事に入れな

い状況であります。なお、復旧工事は、６月２３日に契約を締結し、工期は９月末を予定

しております。本体工事につきましては、現在耐震の認可待ちであり、認可が下り次第、

入札を行います。今後、指定管理者側と協議を続けながら、詳細設計を進め、早い時期に

工事着工したいと考えております。次に、矢上高校教育振興について申しあげます。矢上

高校の教育振興についてですが、矢上高校産業技術科の生徒３名が昨年に続き、中四国大

会予選で優勝し、スイーツ甲子園全国大会への出場を果たしました。今年の大会テーマは、

私たちのおもてなし、でしたが、矢上高校チームは、野菜畑からの贈りもの、というタイ

トルで、地元の食材を随所に盛り込んだ作品に仕上げました。全国大会は９月１４日、日

曜日、東京秋葉原のアキバスクエアで開催される予定ですが、優勝を目指して頑張ってい

ただきたいと思います。矢上高校の生徒確保対策につきましては、来年度は入学者数をな

んとしても８１名を超えなければならないため４月から様々な取り組みを実施してきま

した。中でも中学校への訪問ＰＲに重点を置き、学校案内のＤＶＤ作成やガイドブックの

改善などを揃え、前年度までの訪問中学校に加え、広島県や島根県東部中学校へも訪問を

行ってきました。その結果、今年８月１９日の矢上高校オープンスクールには昨年度を大

きく上回る中学生に来ていただきました。まだまだ課題は多く、厳しい状況に変わりはあ

りませんが、９月以降も全力で生徒確保に努めてまいります。で、これに関しまして、実

は９月６日の土曜日に新聞報道があったことについて少しふれたいと思います。皆様方お

手元には印刷をしておりませんが、間に合いませんでした。実は９月５日金曜日にですね、

県の教育委員会が来年度の募集要項というものを、各学校発表いたしました。ま、それを

受けて６日の土曜日に紙面に載ったわけであります。その結果、ま、矢上高校は従来の１

学年４０人を１学年３０人にすると、で、まあ１０人減るわけでありますが、今までの矢

上高校の取り組みも評価するなかで２学級にするんではなくて、３学級維持はいたします

と、しかしながら、過去の推移をずっと見てみたり、それから今後の生徒数の減少を見て

みたりするとちょっと４０人は厳しいんではないかというなかで、ま、県の教育委員会が

そう判断をされ、これ決定事項は県の教育委員会にございますので、こういうことになっ

たわけであります。ま、離島中山間の３学級ある学校、つまり、離島で言えば隠岐高校、

それから中山間で言えば、矢上高校と島根中央高校は３校とも３０人学級になったという

ことでございます。で、ま、このことについてはまた少し全協ででもですね、急な話では

ございますけども経緯も含めてまた私の方からその他の項でも報告をさしていただきた

いと、まあ、こういうふうに思っております。次に、華学園との連携協定の締結について

申しあげます。東京都で調理製菓専門学校などを運営する学校法人華学園と相互交流を通

じて人材育成を図ることなどを内容とした包括的連携に関する協定を７月１７日に結び

ました。町としては、Ａ級グルメ事業として、地域の魅力を外部に発信しながら都市部の

情報や人材を活用し、ＵＩターンへ結びつける目的として、また華学園は新鮮な食材を生

かす現場の技術を学ぶ機会として双方が協力連携していくこととなりました。今後は食の

学校での研修や卒業生の受け入れなど、交流人口や定住人口が増えるよう、食による都市

と農村の縁組みを深めていきたいと考えております。次に、浜田市との観光文化交流協定

の締結について申しあげます。山と海の豊かな自然に恵まれた郷土の食材を有する邑南町
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と浜田市が、食を通じた交流を推進することで、交流人口の増加を図るとともに、両市町

の観光振興と地域経済の発展に寄与することを目的として、７月３１日に、食を通じた観

光文化交流協定を締結いたしました。今後は、食を通じた観光振興の施策推進、人材育成、

物産品販売や観光ＰＲ、相互の住民による観光交流の促進で連携、協力をしていくことと

しております。具体的な取り組みとしては、共同で食の観光パンフレットを作成したり、

ホームページを使って食の情報発信をしたり、共同メニューを開発することや事業者など

を対象に食や観光の研修を行うことなどを計画しております。これを機に、それぞれの食

の特色を生かした事業を推進し、観光振興や経済発展を図っていきたいと考えておりま

す。次に、まちづくりアドバイザーの委嘱について申しあげます。町ではこのほど地域振

興の専門家で、日本総合研究所主席研究員の藻谷浩介氏に、まちづくりアドバイザーを委

嘱いたしました。藻谷氏は、平成の大合併前の全国の市町村のほとんどを訪問されており、

地域活性化やまちづくりの提言をされています。藻谷氏は、町の魅力を引き出し、住民に地

域の良さをわかってもらいたいと話しておられ、今後も引き続き、職員研修の講師や総合

振興計画策定の助言などをお願いしたいと考えております。次に、臨時給付金について申

しあげます。二つの臨時給付金についてでございますが、臨時福祉給付金につきましては

今年度に限り、給付金の対象者と思われる非課税者等に対して、税務課より非課税のお知

らせに併せ申請書を６月３０日に送付し、７月１日より福祉課で申請受付を開始しており

ます。子育て世帯臨時特例給付金につきましても同様に、支給対象要件を満たすと思われ

る方に対して６月３０日に送付し受付を開始しております。８月２７日現在の状況でござ

いますが、臨時福祉給付金は、給付対象見込みの約３,２００人のうち、２，４２７人の

方の申請があっており、約７６％の申請率となっております。子育て世帯臨時特例給付金

は、給付対象見込みの約８６０人のうち、８１０人の申請があっており、約９４％の申請

率となっております。今後も申請漏れのないよう、引き続き広報等に努めて参りたいと考

えております。次に子ども子育て支援新制度について申しあげます。昨年末から就学前と

小学生のいる世帯を対象にニーズ調査を行い、５年を計画期間とする幼児期の教育、保育

及び地域子ども子育てについての需給計画となる邑南町子ども子育て支援事業計画骨子

案を作成いたしました。このうち、確保すべき保育、子育て支援の事業量の見込みと確保

方策の内容につきましては、島根県に報告し、島根県支援事業計画に反映させることとな

っております。今後につきましては、次世代育成支援行動計画が義務策定から任意策定に

変更されたことから、この子ども子育て支援事業計画にシフトすることとし、２６年度内

に次世代育成支援行動計画の後期計画、また、町づくりの柱として推進している日本一の

子育て村諸施策の考えや取り組みを踏襲した総合的な計画として策定し、位置付けて参る

こととしております。また、新制度に基づく事業を実施するため、放課後児童健全育成事

業、いわゆる放課後児童クラブの設置、運営基準、地域型保育事業、いわゆる家庭的保育

事業等の設備、運営基準、特定教育、保育施設及び特定地域型保育事業、いわゆる認定こ

ども園、幼稚園、保育所の運営基準について、それぞれ条例を制定することとされており

ます。条例を定めるにあたっては省令基準に従うもの、または参酌して定めるものがあり、

広くご意見をお聞きしながら制定して参りたいと考えております。次に介護保険制度改正

について申しあげます。社会保障と税の一体改革における介護保険制度の改正の基本的な

考え方は、地域包括ケアシステムの構築と介護保険制度の持続可能性の確保の２点でござ
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います。地域包括ケアシステムの構築については、団塊の世代が７５歳以上となる２０２

５年を見据えて、重度な要介護状態となってもできる限り住み慣れた地域で、最後まで自

分らしい生活を続けられるよう、医療、介護、予防、住まい、生活支援の取り組みが、利

用者のニーズにより包括的に、また、入院、退院、在宅復帰を通じて切れ目なくサービス

が継続的に提供されることが必須とされております。そのために、地域支援事業の充実と

して在宅医療介護連携の推進、認知症施策の推進、地域ケア会議の推進、生活支援サービ

スの充実を図る必要があります。介護保険制度の持続可能性の確保については、費用負担

の公平化として低所得者の保険料軽減を拡充する半面、一定以上の所得や資産のある利用

者の自己負担の見直しが行われます。そのほか訪問介護と通所介護の予防給付が市町村事

業に移行、また、特別養護老人ホームの入所対象を原則要介護３以上に限定される改正と

なっており、これらは、本年６月２５日に施行となった、地域医療介護総合確保推進法に

より医療法や介護保険法などの一部改正によって整備されるものとなっております。本年

は、２７年度から３年間を事業計画とする第６期介護保険事業計画の策定年でありまし

て、この計画には２０２５年までの中長期的な視野に立ったサービス、給付等の水準も推

計し記載することとされており、今回の改正を踏まえつつ邑智郡総合事務組合介護保険課

の作業部会において協議を進めているところでございます。次に、農林業振興について申

しあげます。まず、水稲の需給調整につきましては、今年度の水稲配分面積１０３９．８

ヘクタールに対して、８月末現在の水稲作付面積は１０３６．７ヘクタールとなっており、

作付率は９９．７％となっております。また、飼料用稲５１．５ヘクタール、大豆２０．

０ヘクタール、そば２．７ヘクタールなど土地利用型作物の作付も定着傾向が見られます。

一方、今年産米の生育状況は、作付後比較的好天に恵まれたため、７月末時点で民間デー

タ機関の作況予想では、全国で、やや良の１０２、島根県も、やや良の１０２と発表され

ておりましたが、８月に入って日照不足が続いたため今後発表される数値は下方修正され

るのではないかと予測をしております。また、米価につきましては、先日、ＪＡ全農島根

県本部から発表された概算金一覧によりますと、コシヒカリ１等米の３０キログラム当た

り４，５００円となっており、２年連続の大幅値下がりとなりました。今後の水稲の生育

状況と、米の取引の状況に注視していきたいと考えております。災害復旧についてでござ

いまが、初めに国庫補助災害の８月末現在の発注状況を申しあげますと、農地農業用施設

災害につきましては、３７１箇所の内、３４７箇所で率にして９４％でございます。公共

土木施設災害につきましては、１８７箇所の内１７７箇所で率にして９５％でございま

す。林道災害につきましては５１箇所すべて発注済みでございます。今後、農地農業用施

設災害は残り全てを、公共土木施設災害は２６年度割り当て箇所すべてを年内までに発注

していきたいと考えております。次に、進捗率について申しあげますと、農地農業用施設

災害が、１９％。公共土木施設災害が３５％。林道災害が５１％でございます。続いて、

県の邑南町分の災害の発注状況を申しあげますと、河川、道路、砂防災害合わせまして１

１１箇所の内、８月末現在で、契約済み、入札公告済みを合わせまして９１箇所、率にし

て８２％でございます。次に相互併任制度の活用について申しあげます。平成２５年度に

引き続き島根県と邑南町は、新制度の税務職員相互併任制度を活用し、平成２７年３月ま

での間、町職員の徴収技術の向上に資すると共に、県と町とのより強い協力体制の構築、

地方税の徴収率向上を図るため共同徴収を実施して参ります。次に、学校教育関係につい
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て申しあげます。まず、施設関係のことですが、最初に石見東小学校のプールのことです。

これにつきましては、老朽化により７月２３日に珪藻土（けいそうど）ろ過機が破損し、

ろ過が出来なくなりプールが濁り、プールの使用が出来なくなりました。夏休みのプール

開放も始まったばかりで、早急な復旧が必要であると判断したため予備費の充用で対応す

ることとし、山陰クボタ水道用材株式会社と契約し、早速７月２９日よりプールの使用を

しております。次に、矢上小学校関係についてです。今年度、建築予定の矢上小学校多目

的集会施設の建築などで支障のある、立ち木や竹につきましては、毎年、冬期間に倒木や

春先の竹の敷地内侵入等が起きていて、その対策に苦慮しておりましたが、この校舎裏の

立木等につきまして、地権者のご協力により、邑智郡森林組合と契約し、７月３１日に伐

採工事が完了したところであります。また、多目的集会施設建設につきまして、７月２９

日に指名競争入札を実施し、７月３１日の臨時議会で議決をいただき、８月１日に工事に

着手したところであります。現在、工程会議などを重ね年度内完了を目指し建築工事を進

めております。次に英語指導助手につきまして、２年間にわたり英語教育に貢献していた

だきました、デレン・アダム・シールさんが任期満了により退任されました。これに伴い、

後任として、ウェンディ・ケイリーン・ケックスタットさんが着任され、２学期から小学

校８校で勤務いただいております。また、１年間にわたり英語教育に貢献していただきま

した、エミリー・フランセス・アブーハルカさんが任期満了により退任されました。これ

に伴い、後任として、ディナ・ジン・メスナーさんが着任され、２学期から中学校３校で

勤務いただいております。次に、平成２５年度邑南町教育委員会の権限に属する事務の点

検評価報告書についてですが、これは、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７

条に基づきまして、報告書を議会に提出し、公表しなければならないと規定されているこ

とから、今定例議会において教育委員会から提出されます。これは、教育委員会の権限に

属する事務について、自らが自己点検評価され、学識経験を有する者で構成された第３者

評価委員会の委員による意見を附して、報告書としてまとめられたものです。なお、評価

結果につきましては、今後の教育行政推進の一助とされます。次に、邑南町いじめ防止基

本方針についてですが、これは、平成２３年秋に、大津市の中学校でいじめによる自死事

象が発生し、大きな社会問題となるとともに教育委員会、学校の対応の在り方が問われる

事態となりました。これを機に平成２５年６月にいじめ防止推進法が成立し、9月に施行

されたところです。国と学校では、いじめ防止基本方針を定めることを義務づけられてい

ますが、地方公共団体は、それを参酌し、その地域の実情に応じ、地方いじめ防止基本方

針策定に努めることが規定されました。これを受けて、島根県は２６年４月に島根県いじ

め防止基本方針を策定されました。町においても国や県の基本方針を参酌しながら検討

し、また教育委員会においても協議いただき、邑南町いじめ防止基本方針として策定しま

した。いじめ問題が発生しないことが願いでありますが、いじめ問題の啓発や解決のため

に学校はもちろんのこと、家庭や地域など幅広い人たちの理解を得て、いじめのない邑南

町を目指していきたいと思います。次に、生涯学習関係について申しあげます。まず、８

月４日、５日には、平和教育の一環として、歩こう広島までを開催したところ、中学生か

ら大人まで６４名の参加があり、町民から託された千羽鶴とともに原爆ドームまでの６８

キロメートルにチャレンジしました。参加した皆さんには平和と戦争について身を持って

考えてもらう機会となったと考えています。次に、社会体育関係では、町体育協会と連携
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して８月９日にＮＥＣレッドロケッツ２２人を指導者に招き、町内を始め県内外から１６

チーム、約２００名の参加を得てバレーボール教室を開催し、全国トップレベルのバレー

の技術やトレーニング方法を学ぶことができました。次に、邑南町イメージソングの完成

について申しあげます。かねてから、さだまさしさんに制作をお願いしておりましたが、

邑南町イメージソングが、この度完成いたしました。曲名は、さくらほろほろに決まり、

ふるさとを懐かしむような優しい曲となっております。また、大変うれしいことに、この

曲さくらほろほろは、さだまさしさんのオリジナルアルバムに収録されることになり、９

月１０日明後日に、第二楽章というアルバム名で発表されます。そのアルバムの中でも邑

南町イメージソングとして紹介されており、この曲を聞いて全国から、邑南町を訪れる方

がいらっしゃることを大変を期待しております。邑南町としても、さくらほろほろ、シン

グルＣＤの発売を予定をしております。なお本日、午後よりこのことについて記者発表を

予定しております。実は、合わせてでありますけども、これも昨日９月７日日曜日午前零

時ですか、ハンザケ自然館におりますオオサンショウウオのメスのサチコさんが、昨年の

９月に引き続き２度目の産卵をいたしました。ま、大変まあ、めでたいことであります。

あの、これはあのう、人工施設のなかで同じメスがですね、２度にわたって続けて産卵す

るっていうことは全国で初めてなんだそうです。まあ、そういう意味でも午後からの記者

発表で合わせてやりたいというふうに思っております。以上、９月議会定例会の開会に

あたり、本年度の諸施策について、中間行政報告をさせていただきました。なお、本

定例会に提案いたします議案は、人事案２件、決算認定案７件、条例案３件、補正予

算案７件、その他案５件、合せて２４件としています。何とぞ、慎重にご審議の上、

適切な議決を賜りますようお願いを申しあげます。続きまして、諸般の報告をさせて

いただきますのでお手元の資料をご覧になっていただきたいと思います。まず邑智郡

総合事務組合の決算についての報告をさせていただきます。平成２６年第２回邑智郡

総合事務組合議会定例会が８月２６日に開催され、平成２５年度の事業報告並びに決

算報告が承認されましたので、その概要についてご報告を申しあげます。まず、一般

会計でございますが、２ページをご覧ください。歳入総額は１０億４千５９４万２千円

でございます。歳入の主なものは、構成３町の負担金が、８億７千２３７万１千円、

手数料が、２千９１３万５千円、基金繰入金が、６千５３１万６千円、前年度繰越金

が、５千１８２万１千円、雑入が、２千６８６万１千円などでございます。次に３ペ

ージをご覧ください。歳出総額は、１０億２８４万２千円となっております。歳出の

主なものは、総務管理費が、３億１千９万６千円、清掃費が、５億８千４５万１千円、

公債費が、１億１千１６７万７千円などでございます。４ページをご覧ください。歳入

歳出差引額及び実質収支額は、４千３１０万円でございます。また、清掃費に関しま

す各処理量につきましては、し尿処理量が、１万１千１８０キロリットルで前年度に

対し、１５８キロリットル増加いたしました。ごみ処理量の実績は、ごみ搬入総量が

４千８９２トンで前年度に比べ９２トンの増加となりました。次に、介護保険特別会

計について申しあげます。６ページをご覧ください。平成２５年度は、第５期介護保

険事業計画の２年目にあたります。歳入総額は３７億３千９５万５千円でございます。

７ページをご覧ください。歳出総額は３７億９８５万円となっており、最後のページ

ですが、歳入歳出差引額及び実質収支額は２千１１０万５千円でございます。被保険
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者などの状況は、平成２６年３月末で、第１号被保険者は８千５１７人で前年同月末

に対し１７人の増、認定者数は２千２７人で前年同月末に対し３１人の減、認定率は

２３．８％で、前年同月末に対し０．４％の減となっております。介護保険料の収納

状況は、平成２５年度末の未納額が総額２２２万３千円で未納者は６２人、収納率は

９９．５７％でございます。未納者に対しては、給付制限などの不利益処分が発生し

ないよう、事務組合と３町が連携をとり、早期完全納付に向け納付相談活動を継続し

てまいります。以上ご報告を申しあげます。 

●議長（山中康樹） 以上で、町長の中間行政報告及び諸般の報告は終了いたしました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第４ 報告事項 

●議長（山中康樹） 日程第４、報告事項。報告第８号邑南町開発公社の経営状況の報告につ

いて、報告第９号平成２５年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告につ

いて、報告第１０号平成２５年度邑南町教育委員会の権限に属する事務の点検評価報告に

ついて、報告第１１号例月現金出納検査結果報告について、以上４件について、それぞれ

報告がありました。いずれも、お手元にその写しを配布しております。これらの配布をも

ちまして議会に対する報告といたします。ご了承ください。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第５ 議案の上程、説明、質疑、討論、採決 

●議長（山中康樹）   日程第５、先議といたしまして、議案の上程、説明、質疑、討論、採決

に入ります。議案第８９号人権擁護委員候補者の推薦について、議案第９０号人権擁護委

員候補者の推薦について、以上２議案を一括上程をいたします。提出者からの、提案理由

の説明を求めます。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） 議案第８９号及び議案第９０号の提案理由をご説明申しあげます。

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについてでございますが、最近の人権擁護行

政を取り巻く諸情勢は、幼児、児童に対する虐待や、いじめ、体罰など子供に関する問題、

高齢者や障害者に関する問題、あるいは夫婦間、親子間の問題など、多岐にわたり複雑化

をしております。こうした地域社会の中にあって、人権擁護委員は、これらの諸問題に理

解をもって取り組み、気軽に相談に応じ、その解決に熱意を有する候補者を市町村長が議

会の意見を聞いて、法務大臣に対し推薦するものでございます。議案第８９号において推

薦につき意見を求めようとする嶋渡昭壯氏につきましては、平成１８年１月１日から、人

権擁護委員としてご活躍いただいております。この度平成２６年１２月３１日に任期満了

を迎えられるにあたり、引き続きその手腕を発揮していただきたいと考えておりますので

よろしくお願いをします。議案第９０号において推薦につき意見を求めようとする

光田雅巳

みつだまさみ

氏につきましては、平成２４年１月１日から、人権擁護委員としてご活躍いただ

いております。この度、平成２６年１２月３１日に任期満了を迎えられるにあたり、引き

続きその手腕を発揮していただきたいと考えておりますのでよろしくお願いします。 
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●議長（山中康樹） 以上で、提出者からの説明は終了いたしました。ここで、お諮りをいた

します。議案第８９号及び議案第９０号につきましては、人事案件ですので、質疑、討論

を省略して、直ちに採決したいと思いますが、これにご異議はございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

●議長（山中康樹） 異議なしと認めます。したがって、議案第８９号および議案第９０号に

つきましては、質疑、討論を省略して、直ちに採決することに決定をいたしました。これ

より、議案第８９号を採決いたします。議案第８９号について、適任と認めることに賛成

の方の挙手を求めます。 

（全員挙手） 

●議長（山中康樹） はい全員賛成、全員賛成、したがって、議案第８９号、人権擁護委員候

補者の推薦につきましては、原案を適任とすることに決定をいたしました。続きまして、

議案第９０号を採決いたします。議案第９０号について、適任と認めることに賛成の方の

挙手を求めます。 

（全員挙手） 

●議長（山中康樹） はい全員賛成、全員賛成、したがって、議案第９０号、人権擁護委員候

補者の推薦につきましては、原案を適任とすることに決定をいたしました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第６ 議案の上程、説明 

●議長（山中康樹） 日程第６、議案の上程、説明に入ります。議案第９１号平成２５年度邑

南町一般会計歳入歳出決算の認定について、議案第９２号平成２５年度邑南町国民健康保

険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第９３号平成２５年度邑南町国民健康

保険直営診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第９４号平成２５年度邑

南町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第９５号平成２５年

度邑南町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第９６号平成２５年度

邑南町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第９７号平成２５年度邑南

町電気通信事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第９８号邑南町町営バス条例 

の一部改正について、議案第９９号邑南町福祉事務所設置条例の一部改正について、議案

第１００号邑南町生活排水処理施設使用料条例の一部改正について、議案第１０１号邑南

町過疎地域自立促進計画の一部変更について、議案第１０２号工事請負契約の締結につい

て、議案第１０３号町道路線の廃止について、議案第１０４号町道路線の認定について、

議案第１０５号邑南町男女共同参画推進の町を宣言することについて、議案第１０６号平

成２６年度邑南町一般会計補正予算第３号について、議案第１０７号平成２６年度邑南町

国民健康保険事業特別会計補正予算第２号について、議案第１０８号平成２６年度邑南町

国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予算第２号について、議案第１０９号平成２６

年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号について、議案第１１０号平成２

６年度邑南町こくみん水道事業特別会計、え、議案第１１０号平成２６年度邑南町簡易水

道事業特別会計補正予算第２号について、議案第１１１号平成２６年度邑南町下水道事業

特別会計補正予算第２号について、議案第１１２号平成２６年度邑南町電気通信事業特別

会計補正予算第２号について、以上、２２議案を一括上程をいたします。執行部の説明を
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求めます。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） 議案第９１号から議案第９７号までの提案理由をご説明申しあげ

ます。これらの議案は、平成２５年度の各会計の決算につきまして、議会の議決を求める

ものでございます。一般会計につきましては、歳入決算額１３１億９千５９３万円、歳出

決算額１２６億８千９３５万９千円、歳入歳出差引５億６５７万円となっています。国民

健康保険事業特別会計につきましては、歳入決算額１５億３千６２５万７千円、歳出決算

額１５億１千９９２万６千円、歳入歳出差引１千６３３万１千円となっています。国民健

康保険直営診療所事業特別会計につきましては、歳入決算額８千１６７万６千円、歳出決

算額７千８３８万円、歳入歳出差引３２９万６千円となっています。後期高齢者医療事業

特別会計につきましては、歳入決算額３億６千４８７万円、歳出決算額３億６千２２９万

９千円、歳入歳出差引２５７万１千円となっています。簡易水道事業特別会計につきまし

ては、歳入決算額６億５千４９３万５千円、歳出決算額６億５千２５８万８千円、歳入歳

出差引２３４万７千円となっています。下水道事業特別会計につきましては、歳入決算額

９億６千７８９万７千円、歳出決算額９億４千８８５万円、歳入歳出差引１千９０４万７

千円となっています。電気通信事業特別会計につきましては、歳入決算額４億３千４５１

万円、歳出決算額４億２千４７０万２千円、歳入歳出差引９８０万８千円となっています。

一般会計、特別会計合わせまして、歳入決算額１７２億３千６０７万４千円、歳出決算額

１６６億７千６１０万５千円、歳入歳出差引５億５千９９７万円となり、一般会計及び簡

易水道事業特別会計の翌年度へ繰り越すべき財源、２億９千１１４万７千円を除いた実質

収支は、２億６千８８２万３千円となっています。以上、詳細につきましては、それぞれ

担当課長から説明させますので、よろしくお願いします。 
●日高企画財政課長（日高輝和） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 日高企画財政課長。 

●日高企画財政課長（日高輝和） 議案第９１号平成２５年度邑南町一般会計歳入歳出決算

についてご説明申しあげます。決算書の方１ページから１０ページまでが歳入歳出決算書

ですが、主な項目の説明は事項別明細書の方において説明いたしますので、ここでは合計

額のみ申しあげます。５ページをお開きください。歳入合計でございますが、予算現額１

４７億４千４４８万３千円に対しまして、調定額は１４５億４千１４２万５千８６５円、

収入済額は１３１億９千５９２万９千７９１円、不能欠損額３千円、収入未済額は１３億

４千５４９万３千７４円でございます。収入済額は前年度に比べ８．１％、額にして９億

９千１３０万３千２６１円の増額でございます。なお、収入未済額には、平成２６年度へ

の繰越事業に係る未収入特定財源１２億６千５４３万円が含まれております。続きまし

て、歳出合計でございます。９ページをお開きください。予算額は歳入と同額でございま

す。支出済額は１２６億８千９３５万９千３２５円、翌年度への繰越額が１７億９千３８

４万５千円、不用額が２億６千１２７万８千６７５円でございます。支出済額は前年度に

比べ６．５％、額にして７億７千８２１万７千３９６円の増加でございます。歳入歳出差
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し引き残高は、５億６５７万４６６円でございます。主な項目につきましては事項別明細

書で説明いたしますので、１１ページをお開きください。主なもののみ説明をさせていた

だきます。歳入でございます。歳入１款町税でございます。町税全体の額でございますが、

調定額１０億９千３２１万９千５９３円に対しまして収入済額は１０億２千８４９万９

千１７円で、収納率は９４．１％となっており、昨年に比べ１．７ポイント下がっており

ます。また、不能欠損額は３千円。収入未済額は、６千４７１万７千５７６円となってお

ります。続きまして１３ページをお開きください。２款の地方譲与税でございます。調定

額及び収入済額同額で、１億５千３６５万８千円でございます。続きまして１５ページを

お開きください。１０款地方交付税でございます。収入済額は６９億９千８００万７千円

で前年度と比べ０．９％の増加、額にして６千５８万３千円の増額でございます。この内

普通地方交付税は１億２千４２１万９千円の減額でございましたが、特別地方交付税は災

害復旧事業に係る加算があったことなどから１億８千４７９万８千円増額となっており

ます。１２款分担金及び負担金でございます。調定額１億３千６６７万８千９３１円に対

しまして、収入済額は１億３千４１２万６千７６１円でございます。収入未済額は２５５

万２千１７０円となっております。１７ページをお開きください。分担金及び負担金の続

きでございますが、収入未済額の内訳でございます。農林水産業費分担金では、過年度分

の堆肥化処理施設整備事業費が２０１万３千３７０円、民生費負担金では、社会福祉費負

担金が２６万８００円、児童福祉費負担金が２３万２１０円でございます。１９ページを

お開きください。教育費負担金では、学校給食費負担金が４万７千７９０円でございます。

続きまして１３款使用料及び手数料でございます。調定額１億７千５９７万５千６１０円

に対しまして、収入済額は１億７千４５３万５千３５６円、収入未済額は１４４万２５４

円となっております。収入未済額の内訳でございますが、総務使用料で行政財産使用料が

１８万４千３７円。土木使用料で公営住宅使用料が１１６万５千２１７円となっておりま

す。続きまして、２１ページをお開きください。教育使用料の収入未済額が９万１千円で

ございます。２３ページをお開きください。１４款国庫支出金でございます。調定額１８

億２千９７２万１５７円に対しまして、収入済額は１０億６千４７４万４千１５７円、前

年度に比べ２億５千８５４万４千８５７円の増額でございます。公共土木施設災害復旧費

負担金、地域の元気臨時交付金などが増額の主な要因でございます。また、収入未済額が

７億６千４９７万６千円となっておりますが、収入未済額は全額平成２６年度への繰越明

許費の特定財源となっております。続きまして、２７ページをお開きください。下から２

行目ですが１５款県支出金でございます。調定額１３億９千９８８万６千３０８円に対し

まして、収入済額は９億９７２万６千３０８円、前年度に比べ１億４千７９７万１千３５

４円の増額でございます。しまね環境基金事業費補助金、農業基盤整備促進事業費補助金、

農林水産施設災害復旧費補助金、参議院議員選挙費委託金などが増額の主な要因でござい

ます。また、収入未済額が９億７千８１６万円となっておりますが、（後刻発言の訂正あ

り）全額平成２６年度への繰越明許費の特定財源となっております。続いてページをめく

っていただきまして、３９ページをお開きください。１６款財産収入でございます。調定

額は、１千６１９万３千４０８円に対しまして、収入済額は１千６１７万３千４０８円で

ございます。収入未済額２万円は、町有財産貸付収入でございます。続きまして、４３ペ

ージをお開きください。１７款寄付金でございます。調定額及び収入済額は同額で、２６
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３万９千３２５円でございます。１８款繰入金でございますが、調定額及び収入済額は同

額で、９千１２８万７千円でございます。平成２５年度では災害復旧事業費に充てるため

の財政調整基金からの繰り入れを５千８９３万円行っております。続きまして、４５ペー

ジをお開きください。１９款繰越金でございますが前年度繰越金２億９千３４８万４千６

０１円でございます。続いて９７、あ失礼しました、４７ページをお開きください。２０

款諸収入でございます。調定額３億１５２万２３７円に対しまして、収入済額２億７千９

８７万３千１６３円でございます。収入未済額は２千１６２万７千７４円でございます

が、内訳としましては、貸付金元利収入で住宅新築資金が１千６６万６千７１６円、受託

事業収入で１千３０万２千３２８円。これは、公社及び森林総合研究所の造林受託事業で

ございますが、全額繰越明許費の財源となっております。次のページ４９ページでござい

ますが、雑入の６５万８千３０円は、生活保護費返還金等に係る未収金でございます。続

きまして５５ページをお開きください。２１款町債でございます。調定額、収入済額は同

額で１９億２４０万円でございます。町債は、前年度に比べ４億３千３９０万円の増額と

なっております。増額分としましては、市町村振興資金債１億５千万円、災害復旧事業債

３億３千２６０万円などでございます。続きまして６１ページをお開きください。歳出で

ございます。ページ数が多いため主な事業のみ説明させていただきます。また、経常経費

が主な支出内容である事業も説明の方は省略させていただきます。はじめに、１款議会費

でございますが、支出済額は１億４４万１千５５０円でございます。２款総務費でござい

ます。支出済額は１５億４千７７８万５１円でございます。繰越明許費の４４２万円は企

画費のマスコットキャラクター制作費及び町勢要覧作成費でございます。主な内容でござ

いますが、次の６３ページをお開きください。総務管理費の一般管理費でございますが、

６４ページの２５節基金積立金が２億９千１７万４千６３０円でございます。主な内訳で

ございますが、減債基金が１億５千１５２万４千３６５円、邑南町地域経済基金が１億３

千６４３万２千円などとなっております。また、６８ページの備考欄でございますが、０

１４総務費平成２５年度邑南町８．２４豪雨災害対策費で２千４６５万９千５７４円を支

出しております。豪雨災害の応急対応等総務費に係る経費でございます。６９ページをお

開きください。５財産管理費でございます。こちらも経常経費が主なものでございますが、

マイクロバス購入費７８１万２千円を含んでおります。７３ページをお開きください。６

企画費でございます。主な事業としましては、地域コミュニティ再生事業１千１４７万７

千５５０円、矢上高校教育振興会補助金４００万円、再生可能エネルギー等導入推進基金

事業費２千６０６万２千４７０円などでございます。７９ページをお開きください。８地

域振興及び人口定住対策費でございます。主な事業は、邑南町研修事業費が２千４６０万

９１９円、自治会活動補助金が２千４８２万８千５３０円などとなっております。続きま

して８３ページをお開きください。１１情報政策費でございます。電気通信事業特別会計

繰出金１億８千１８８万２千円などでございます。１２生活交通確保対策事業費でござい

ます。町営バスの運行費が主なものでございますが、島根県交通空白地域解消支援事業と

して５７４万５５０円を支出しております。これは町営バスけんこう号の車両整備を行っ

たものでございます。９９ページをお開きください。３款民生費でございます。支出済額

は２５億９千４９４万９千６５２円でございます。繰越明許費の１１０万３千円は障害者

自立支援事業に係るシステム整備費でございます。項１社会福祉費の目１社会福祉総務費
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でございますが、福祉医療費などの経常的経費が主なものでございますが、邑南町社会福

祉協議会補助金４千２０４万９千円、国民健康保険事業特別会計繰出金１億１千２７７万

４千３３５円をここで支出しております。また、１０６ページの備考欄でございますけれ

ども、０２０民生費平成２５年度邑南町８．２４豪雨災害対策費で５３７万５千円を支出

しております。８．２４豪雨災害の災害弔慰金及び被災者生活再建支援金でございます。

１０５ページの方でございますが、１０５ページの２社会福祉施設費でございます。くる

み邑美園指定管理料の他、施設修繕費を支出しております。続きまして１２１ページをお

開きください。項２児童福祉費、目１児童福祉総務費でございますが、児童手当等の経常

経費が主なものでございます。１２５ページをお開きください。３児童福祉施設費でござ

います。主な事業としましては、口羽保育所改築事業費９８０万７千円。これは旧施設の

解体費でございます。阿須那保育所改築事業費が１億４千５９８万７千８６０円でござい

ます。１２９ページをお開きください。４款衛生費でございます。支出済額は１３億３千

３７０万８千６８５円でございます。項１保健衛生費、目１保健衛生総務費でございます

が、簡易水道事業特別会計繰出金２億７千４１５万７千円。下水道事業特別会計繰出金の

生活排水分７千３０７万７千円、国民健康保険直営診療所事業特別会計繰出金４千８８３

万１千７９９円などを含んでおります。また、１３２ページの備考欄でございますが、０

１６衛生費平成２５年邑南町８．２４豪雨災害対策費で３０９万９千７１５円を支出して

おります。８．２４豪雨災害時の消毒及びごみ処理経費でございます。２母子保健費でご

ざいますが、子ども医療費の２千８７３万１千９７２円をはじめ、妊婦・乳幼児健診費な

ど子育て支援事業を実施しております。ページの方、１４５ページをお開きください。８

病院費としまして、公立邑智病院への繰出金３億７千５９９万２千円を支出しておりま

す。同じく１４５ページでございます。５款労働費でございます。支出済額は２７１万７

千９１７円でございます。１４７ページをお開きください。６款農林水産業費でございま

す。支出済額は１３億５千５９２万５千７０４円でございます。繰越明許費の３千２６万

４千円でございますが、農業費の地籍調査事業費が１千６１０万円、林業費の林業振興費

が１千７６万５千円、林道維持費が３３９万９千円でございます。目２農業総務費でござ

いますが、１４９ページをお開きください。右の１５０ページ備考欄になりますけれども、

００８農業費平成２５年邑南町８．２４豪雨災害対策費で１３３万９千３３８円を支出し

ております。８．２４豪雨災害に係る営農支援事業などでございます。３農業振興費でご

ざいますが、中山間地域等直接支払事業費２億４千２０７万１千４８６円、農地水保全管

理支払い交付金事業３千４２６万５千５２４円などが主な事業費ですが、農林総合事業を

はじめ、新規就農者支援事業などの定住支援対策に係る事業も実施しております。続きま

して１５７ページをお開きください。５農地費でございます。下水道事業特別会計繰出金

２億８千４３９万２千円のほか、特定中山間保全整備事業の農業用施設等整備事業に係る

償還金等１千７３７万８千円などでございます。１６１ページをお開きください。６農業

基盤整備費でございますが、農道後木屋線改良事業３千１万６千３８３円などでございま

す。７施設整備管理費でございますが、山村開発センター建設事業費２億５千６８７万５

千３８９円などでございます。続きまして１６５ページをお開きください。２林業振興費

でございますが、森林総合研究所造林受託事業費６千３５２万３千１５３円のほか、公社

造林受託事業費、町行造林事業費などでございます。また、江の川共販市場拡張事業とし
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まして、測量設計委託料１千１３７万１千５００円を支出しております。続きまして１７

１ページをお開きください。７款商工費でございます。支出済額は１億９千８０５万５千

６８８円でございます。繰越明許費の１千４３２万９千円はいこいの村耐震設計業務費で

ございます。目２商工業振興費でございますが、主な事業としましては、農林商工等連携

サポートセンター事業費が７千３５万４千４６８円、食の学校整備費２千９７５万７千円

などでございます。続きまして１８１ページをお開きください。８款土木費でございます。

支出済額は１０億６千９３８万８千９６８円でございます。繰越明許費の２億２７５万８

千円は道路橋りょう費の災害関連工事費、道路新設改良費などでございます。１８４ペー

ジの備考欄でございますが、０１６土木費平成２５年邑南町８．２４豪雨災害対策費で１

３９万２千３９４円を支出しております。道路維持関係の賃金でございます。 

ページの方めくっていただきまして、１８６ページの備考欄になりますけれども、００３道

路橋りょう費平成２５年邑南町８．２４豪雨災害対策費で４千４１８万５千５００円を支出

しております。道路等の土砂撤去及び応急対応などの費用でございます。１８５ページの目

２道路維持費でございますが、町道の維持補修費と除雪経費が主なものでございますが、平

成２５年度では除雪車及び格納庫の整備を行っております。１８７ページをお開きください。

目３道路新設改良費でございます。決算額は４億６千９９８万２千７４８円となっておりま

す。県道改良負担金のほか町道１２路線の改良工事、防災対策工事及び道路ストック総合点

検事業を行っております。続きまして１９９ページをお開きください。住宅建設費でござい

ますが、日貫若者定住住宅建設事業費でございます。２０１ページをお開きください。住宅

政策費でございますが、集落振興対策助成事業に１千１７３万１千３００円、賃貸住宅建設

補助事業に１千５００万円を支出しております。２０１ページの下の方でございますが、９

款消防費でございます。支出済額は４億２千７８０万２千２１３円でございます。繰越明許

費の９４万５千円は、８．２４豪雨災害の対策費でございます。２０３ページをお開きくだ

さい。非常備消防費には、８．２４豪雨災害に係る消防団の出動手当が含まれております。

２０５ページをお開きください。３消防設備費としまして、３千１５０万４千６５４円を支

出しております。防火水槽設置事業、第一阿須那分団の消防ポンプ車整備費などでございま

す。２０９ページをお開きください。１０款教育費でございます。支出済額は１０億９千７

１２万４千８８１円でございます。教育総務費の事務局費では、教育支援センター事業、教

師力向上対策事業などを実施しております。２１８ページの備考欄でございますが、０２３

教育費平成２５年邑南町８．２４豪雨災害対策費で１３３万９千５４円を支出しております。

臨時職員賃金及び石見東小学校の土砂撤去費用などでございます。続きまして、２１９ペー

ジでございます。小学校費でございます。学校管理費では、各小学校の管理費の他、低学年

複式支援、学習及び生活支援などの事業を実施しております。２２５ページをお開きくださ

い。教育振興費では、ふるさと教育推進事業、子ども読書活動推進事業などを実施しており

ます。２２７ページをお開きください。３学校建設費として、２億２千１６６万４千６３円

を支出しております。内容は平成２４年度からの繰越事業で瑞穂小学校の体育館改築、矢上

小学校屋内運動場改修事業の内旧施設の解体撤去工事、その他施設の改修工事等を実施して

おります。２２９ページから中学校費でございますがページの方は、２３５ページをお開き

ください。中学校費の３学校建設費でございますが、石見中学校の校舎改修費の他各学校の

改修等を行っております。項４の社会教育費でございますが、社会教育総務費では、経常的
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な経費のほか、ふるさと教育推進事業、子育て協働プロジェクト事業などを実施しておりま

す。２４５ページをお開きください。文化財保護費でございますが、埋蔵文化財発掘調査費

受託事業としまして久喜大林銀山の発掘調査を継続実施しております。２４９ページをお開

きください。体育施設費でございますが、中野体育館耐震補強事業費１千１２０万５千６０

０円などでございます。２４９ページの下でございますが、１１款災害復旧費でございます。

支出済額は８億１千９０９万１千６５３円でございます。繰越明許費は、１５億４千２万６

千円でございます。２５１ページをお開きください。農林水産施設災害復旧費は、支出済額

が４億５千２７９万６千２６７円で、繰越明許費は７億３千８２７万５千円でございます。

２５５ページをお開きください。公共土木災害復旧費は、支出済額が３億６千３８３万８千

３８６円で、繰越明許費は、７億９千７１６万９千円でございます。２５７ページをお開き

ください。１２款公債費でございます。支出済額は２１億４千２３７万２千３６３円でござ

います。２５９ページをお開きください。予備費でございますが、２千７８６万１千円を予

備費から、それぞれの科目に充用しております。災害復旧事業の応急対策等に２千５５２万

９千円、その他緊急の施設修繕などに充てたものでございます。続きまして、最後のページ

をお開きください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額が１３１億９千５９２万

９千７９１円、歳出総額が１２６億８千９３５万９千３２５円、歳入歳出差引額が５億６５

７万４６６円、翌年度へ繰り越すべき財源としまして繰越明許費繰越額が２億９千１１０万

７千円でございます。実質収支額でございますが２億１千５４６万３千４６６円でございま

す。以上、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の認定に付すものでございます。ど

うぞよろしくお願い申しあげます。 

●議長（山中康樹） えー、議案の説明の途中でございますが、ここで休憩に入らせていただ

きます。再開は午前１１時１０分とさせていただきます。 

―― 午前１１時００分 休憩 ―― 

―― 午前１１時１０分 再開 ―― 

●種町民課長（種文昭） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 種町民課長。 

●種町民課長（種文昭） 議案第９２号、平成２５年度邑南町国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算の認定について、ご説明申しあげます。主な項目の説明につきましては、事項別

明細書で説明させていただきますので、最初に、歳入歳出それぞれの合計額のみ申しあげ

ます。決算書の３ページ、４ページをお開きください。まず、歳入合計でございますが、

予算現額１５億３千２３１万８千円に対しまして、調定額が１５億６千２５３万８千４９

４円、収入済額が１５億３千６２５万６千８７３円、不納欠損額が１８万５千７００円、

収入未済額が２千６０９万５千９２１円でございます。なお、歳入総額につきましては、

前年度と比べ６千３０２万９千８２０円、率にして４．３％の増でございます。続いて、

７ページ、８ページ、をお開きください。歳出合計でございますが、予算現額は同額でご

ざいます。支出済額は、１５億１千９９２万５千５４８円、翌年度繰越額は無く、不用額

が１千２３９万２千４５２円でございます。なお、歳出総額につきましては、前年度と比

べ５千９１０万７５０円、率にして４％の増でございます。また、歳入歳出差引残額は、

１千６３３万１千３２５円でございます。次に、主な項目につきまして事項別明細書でご

説明いたします。９ページ、１０ページをお開きください。まず、歳入でございます。１
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款の国民健康保険税でございますが、一般被保険者国民健康保険税の現年度分につきまし

ては、調定額２億１千１８４万７千８円に対しまして、収入済額が２億４９４万７千２４

０円で、収入未済額は６８９万９千７６８円でございます。滞納繰越分につきましては、

調定額２千１７万１千９９９円に対しまして、収入済額が３０７万５千５８１円、不納欠

損額が２５件分で１８万５千７００円、収入未済額は１千６９１万７１８円でございま

す。退職被保険者等国民健康保険税の現年度分につきましては、調定額３千５２６万９千

４９２円に対しまして、収入済額が３千３８２万３千４６０円で、収入未済額は１４４万

６千３２円でございます。滞納繰越分につきましては、調定額１４０万３千１１１円に対

しまして、収入済額が５６万３千７０８円で、収入未済額は８３万９千４０３円でござい

ます。国民健康保険税全体では、徴収率が９０．２％、前年度と比べ１．８ポイント下が

り、収入未済額は１４０人で２千６０９万５千９２１円、前年度と比べ４１４万６千６１

１円、率にして１８．９％の増でございます。次に、１１ページ、１２ページをお開きく

ださい。４款の国庫支出金の国庫負担金でございますが、療養給付費等負担金につきまし

ては、一般被保険者の療養給付費のほか、老人保健医療費拠出金、介護納付金、後期高齢

者医療支援金に対する３２％の国庫負担金でございまして、合計で１億６千９２９万６千

５１８円でございます。高額医療費共同事業負担金につきましては、歳出の高額医療費共

同事業医療費拠出金の４分の１を国が負担するもので、７７８万４千８９０円でございま

す。特定健康診査等負担金につきましては、特定健診等の保健事業に対して国が３分の１

負担するもので、２３４万９千円でございます。次に、国庫補助金でございますが、普通

調整交付金は、６千３４０万５千円で、前年度と比べ２１４万６千円、率にして３．３％

の減でございます。これは、対象医療費の減少に伴うものでございます。特別調整交付金

につきましては、６７６万４千円で、前年度と比べ１７万９千円、率にして２．６％の減

でございます。次に、１３ページ、１４ページをお開きください。５款の県支出金の県負

担金でございますが、高額医療費共同事業負担金は、共同事業医療費拠出金の４分の１を

県が負担するもので７７８万４千８９０円、特定健康診査等負担金は、特定健診等の保健

事業に対して県が３分の１負担するもので２３４万９千円でございます。次に、県補助金

でございますが、普通財政調整交付金が、３千４７９万６千円で、前年度と比べ３１万２

千円、率にして０．９％の増でございます。特別財政調整交付金につきましては、１千９

８９万円で、前年度と比べ４９０万５千円、率にして１９．８％の減でございます。これ

は、特定健診の受診率の低下、高額医療費共同事業の実質負担割合が下がったことなどが

主な減少理由でございます。次に、６款の共同事業交付金でございますが、これは高額医

療費の保険者負担に対する共同事業による交付金でありまして、対象医療費の５９％が交

付されます。平成２５年度は合計で１億４千４６４万８千７５７円の交付を受けておりま

す。次に、８款の療養給付費交付金でございますが、退職者の療養給付費から国保税の退

職者分を除いたものが支払基金から交付されます。平成２５年度は過年度分と合わせ、１

億３千２９９万１千円の交付を受けております。次に、１５ページ、１６ページをお開き

ください。９款の繰入金でございますが、基金繰入金につきましては、取り崩しを８千２

５２万３千円行っております。他会計繰入金でございますが、保険基盤安定繰入金につき

ましては、保険料軽減分として３千６５万８千８２１円、保険者支援分として７８１万４

千３４９円、合計３千８４７万３千１７０円繰り入れております。一般会計繰入金につき
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ましては、合計で７千４３０万１千１６５円でございます。繰入金全体では、１億９千５

２９万７千３３５円で、前年度と比べ５６３万６千２８０円、率にして２.８％の減でご

ざいます。次に、１１款の諸収入の雑入でございます。１７ページ、１８ページをお開き

ください。前期高齢者の一部負担金２割のうち暫定措置として国が負担する１割分として

１３万１千９５３円、島根大学との共同研究事業に伴う業務委託のうち、住民への調査に

つきましては町が代わりに発送業務を行っておりますので、その郵便料収入として４万２

千５２５円、保険給付返還金は、資格喪失後の受診に係わる保険給付の返還金として４千

２７０円、第三者行為償還金は交通事故に係わるもので２万９千４４２円、老人保健拠出

金還付金は、過誤調整による診療報酬等の返還金が８千３４３円、超高額医療費共同事業

剰余金は、１件当たり４２０万円を超えるレセプトが対象でありまして、７２万８千９９

９円の交付がございました。次に、１２款の前期高齢者交付金につきましては、平成２５

年度の概算と平成２３年度の精算、調整により、４億９千２７９万７千９７０円でござい

ます。続きまして、歳出でございます。１９ページ、２０ページをお開きください。まず

１款の総務費の一般管理費でございますが、人件費、事務費のほか、国保連合会負担金、

情報システム課負担金など、４千４５０万７千９４６円でございます。次に、２款の保険

給付費の療養諸費でございますが、一般被保険者療養給付費につきましては、７億６千２

９３万６千２５円で、前年度と比べ１千７７２万９千８１４円、率にして２．４％の増で

ございます。２１ページ、２２ページをお開きください。退職被保険者等療養給付費につ

きましては、８千３３５万２千３５８円で、前年度と比べ１千７４４万３千９９６円、率

にして１７．３％の減でございます。次に、高額療養費でございますが、一般被保険者高

額療養費につきましては、１億３１０万８千９４３円で、前年度と比べ３６５万５千３３

７円、率にして３．７％の増、退職被保険者等高額療養費につきましては、１千３２６万

６５６円で、前年度と比べ３８２万３千９４６円、率にして２２．４％の減でございます。

続きまして、２３ページ、２４ページをお開きください。助産諸費の出産育児一時金につ

きましては、９件で３７８万円、葬祭諸費の葬祭費につきましては、２４件で７２万円で

ございます。なお、補正予算での対応が困難でございましたので、葬祭費の一部につきま

して予備費を充用させていただいております。次に、２５ページ、２６ページをお開きく

ださい。４款の介護納付金につきましては、６千７８９万５千９５４円でございます。次

に、５款の保健事業費でございます。２７ページ、２８ページをお開きください。特定健

康診査等事業費でございますが、特定健診やドックの委託事業のほか、健診データの管理、

啓発活動などについて、１千２６２万３千９５５円でございます。次に、６款の共同事業

拠出金でございますが、高額医療費が急激に増加した場合に保険者の負担を緩和するため

共同事業を行っておりまして、これはその事業への拠出金でございます。高額医療費共同

事業は、レセプト１件８０万円を超える医療費のうち、８０万円を超える部分の額が対象

で、その医療費拠出金が３千１１３万９千５６１円、次の、保険財政共同安定化事業は、

レセプト１件３０万円を超える医療費のうち、８万円を超え８０万円までの部分が対象

で、その拠出金が事務費拠出金とあわせ、１億３千５６万６千５３４円でございます。次

に、２９ページ、３０ページをお開きください。９款の諸支出金でございますが、一般被

保険者保険税還付金につきましては、１０３件で８６万６３９円、退職被保険者等保険税

還付金につきましては、５件で７千５６１円、いずれもさかのぼって資格喪失、所得更正、
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過誤納があったことによる還付でございます。償還金につきましては、国県等の負担金及

び補助金の確定による返還金で、全体で１千２３３万５千９７４円でございます。なお、

補正予算での対応が困難でございましたので、一般被保険者保険税還付金と償還金につき

ましては、予備費を充用させていただいております。次に、直営診療所事業特別会計繰出

金でございますが、特別調整交付金のへき地診療所運営費分として交付がありました６２

４万円を繰り出しております。次に、１０款の後期高齢者支援金等でございます。３１ペ

ージ、３２ページをお開きください。事務費拠出金と合わせまして、１億５千２２８万２

千１１６円でございます。次に、予備費につきましては、先ほどご説明いたしましたよう

に、葬祭費、一般被保険者保険税還付金及び償還金へ、合計で、７９万６千円充用させて

いただいております。最後のページをお開きください。実質収支に関する調書でございま

すが、歳入総額が、１５億３千６２５万６千８７３円、歳出総額が、１５億１千９９２万

５千５４８円、歳入歳出差引額が１千６３３万１千３２５円、翌年度に繰り越すべき財源

はございませんので、実質収支額は同額の１千６３３万１千３２５円でございます。以上、

平成２５年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出の決算でございます。次に、議案第９３

号、平成２５年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て、ご説明申しあげます。主な項目の説明につきましては、事項別明細書で説明させてい

ただきますので、最初に、歳入歳出それぞれの合計額のみ申しあげます。決算書の１ペー

ジ、２ページをお開きください。まず、歳入合計でございますが、予算現額８千７１２万

５千円に対しまして、調定額が８千１６７万５千７８８円、収入済額は同額の８千１６７

万５千７８８円で、収入未済額はございません。なお、歳入総額につきましては、前年度

と比べ１千１１２万３千２７３円、率にして１２．０％の減でございます。続いて、３ペ

ージ、４ページをお開きください。歳出の合計でございますが、予算現額は同額でござい

ます。支出済額が７千８３８万１７８円、翌年度繰越額はなく、不用額が８７４万４千８

２２円でございます。なお、歳出総額につきましては、前年度と比べ１千１１０万５千１

３２円、率にして１２．４％の減でございました。また、歳入歳出差引残額は３２９万５

千６１０円でございます。主な項目につきましては、事項別明細書でご説明いたします。

５ページ、６ページをお開きください。まず、歳入でございます。１款の診療収入でござ

いますが、国民健康保険診療報酬収入が２４２万９千６７３円、社会保険診療報酬収入が

７１万６千６０７円、一部負担金が２６３万８千６０円、その他診療報酬収入が１９万７

千２８２円、後期高齢者医療診療報酬収入が１千６６７万７８１円、診療収入全体で２千

２６５万２千４０３円で、前年度と比べ３９６万３千７３８円、率にして１４．９％の減

でございます。次に、３款の繰入金でございますが、７ページ、８ページをお開きくださ

い。一般会計繰入金につきましては、４千８８３万１千７９９円、事業会計繰入金につき

ましては、国民健康保険事業特別会計でご説明いたしました特別調整交付金分として６２

４万円でございます。次に、５款の諸収入の雑入でございますが、保険対象外の自費など

の負担金収入で３千４８１円でございます。続きまして、歳出でございます。９ページ、

１０ページをお開きください。まず、１款の総務費でございますが、阿須那診療所管理費

につきましては、人件費、事務費、管理費で、３千７８７万１千３２１円でございます。

また、井原診療所管理費は、７３９万８千５６３円、続いて、１１ページ、１２ページを

お開きください。日貫診療所管理費は、３８０万３千４０９円でございます。次に、２款
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の医業費でございますが、阿須那診療所医業費につきましては、診療材料費、薬剤費、臨

床検査委託費で、１千２１万４千７７３円でございます。また、井原診療所医業費は、１

７８万３千８７９円、日貫診療所医業費は、５６万２千６０１円でございます。１３ペー

ジ、１４ページをお開きください。次に、３款の公債費でございます。元金が１千６５７

万１千２円、利子が１７万４千６３０円、合計で１千６７４万５千６３２円でございます。

予備費の使用はございません。最後のページをお開きください。実質収支に関する調書で

ございますが、歳入総額が８千１６７万５千７８８円、歳出総額が７千８３８万１７８円、

歳入歳出差引額が３２９万５千６１０円、翌年度に繰り越すべき財源はございませんの

で、実質収支額は同額でございます。以上が、平成２５年度国民健康保険直営診療所事業

特別会計歳入歳出の決算でございます。次に、議案第９４号、平成２５年度邑南町後期高

齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について、ご説明申しあげます。主な項目の説

明につきましては、事項別明細書で説明させていただきます。最初に、歳入歳出の合計額

のみ申しあげます。決算書の１ページ、２ページをお開きください。まず、歳入合計でご

ざいます。予算現額３億６千５２４万４千円に対しまして、調定額が３億６千５２７万５

千６８９円、収入済額が３億６千４８６万９千９６９円で、収入未済額が４０万５千７２

０円でございます。なお、歳入総額につきましては、前年度と比べ４６８万５千５５６円、

率にして１．３％の減でございます。続いて、３ページ、４ページをお開きください。歳

出の合計でございますが、予算現額は同額でございます。支出済額が３億６千２２９万８

千８９２円、翌年度繰越額はなく、不用額が２９４万５千１０８円でございます。なお、

歳出総額につきましては、前年度と比べ４９６万９千９９２円、率にして１．４％の減で

ございました。また、歳入歳出差引残額は２５７万１千７７円でございます。主な項目に

つきましては、事項別明細書でご説明いたします。５ページ、６ページをお開きください。

まず、歳入でございます。１款の後期高齢者医療保険料でございますが、特別徴収保険料

につきましては、年金から天引きされるものでございます。現年度分が８千２０万３千８

９０円でございます。普通徴収保険料につきましては、納付書、口座振替により直接納付

するものでございます。現年度分が２千２１４万８千２９０円、滞納繰越分が３万円でご

ざいます。なお、保険料全体では、徴収率が９９．６％で、収入未済額は１人で４０万５

千７２０円でございます。次に、３款の保健事業委託金でございます。後期高齢者の健康

診査を後期高齢者医療広域連合から委託され、１８６万６千３４５円を収入しておりま

す。続きまして、４款の繰入金の一般会計繰入金でございます。事務費繰入金、保険基盤

安定繰入金、療養給付費負担金繰入金を合わせまして２億４千９４０万３千７７４円でご

ざいます。７ページ、８ページをお開きください。６款の諸収入の雑入でございます。平

成２４年度の医療費の確定により後期高齢者医療広域連合から療養給付費負担金の返還

金が８８万２千、あ失礼しました、８８２万８４９円、過年度分保険料返還金が同じく広

域連合から１０万９千１８０円、合計で８９３万２９円でございます。９ページ、１０ペ

ージをお開きください。歳出でございます。まず、１款の総務費の一般管理費でございま

すが、情報システム課負担金をはじめとする事務費が、１９６万４千９１５円でございま

す。次に、２款の後期高齢者医療広域連合納付金でございますが、保険料等負担金につき

ましては、保険料負担金が１億３０８万２千９４０円、保険基盤安定負担金が５千８８９

万５千７７４円、合計で１億６千１９７万８千７１４円でございます。療養給付費負担金
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につきましては、１億９千５８０万６千２５円でございます。次に、３款の保健事業費で

ございますが、歳入でもご説明いたしました広域連合から委託を受けて行う健診事業で、

１９５万７千３４５円でございます。次に、１１ページ、１２ページをお開きください。

予備費は、使用しておりません。最後のページをお開きください。実質収支に関する調書

でございますが、歳入総額が３億６千４８６万９千９６９円、歳出総額が３億６千２２９

万８千８９２円、歳入歳出差引額が２５７万１千７７円、翌年度に繰り越すべき財源はご

ざいませんので、実質収支額は同額でございます。以上が、平成２５年度後期高齢者医療

事業特別会計歳入歳出の決算でございます。以上、３会計につきまして、それぞれ地方自

治法第９６条第１項の規定により議会の認定に付すものでございます。よろしくお願いい

たします。 

●朝田水道課長（朝田誠司） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 朝田水道課長。 

●朝田水道課長（朝田誠司） 議案第９５号平成２５年度邑南町簡易水道事業特別会計歳入

歳出決算の認定につきましてご説明申しあげます。決算書の１ページをお開きください。

１ページから４ページまでは歳入歳出の決算書でございます。詳細は事項別明細書で説明

させていただきますので、ここでは合計額のみ申しあげます。歳入の予算現額は６億６千

１７２万７千円、調定額は６億５千７３５万６０８円、収入済額は６億５千４９３万４千

６２０円、収入未済額は２４１万５千９８８円でございます。３ページをお開きください。

歳出でございますが、予算現額は歳入と同額の６億６千１７２万７千円でございます。支

出済額は６億５千２５８万８千４９円、翌年度繰越額は災害復旧費４３４万円、不用額は

４７９万８千９５１円でございます。歳入歳出差引残額は２３４万６千５７１円でござい

ます。主な項目につきましては、事項別明細書でご説明申しあげます。５ページをお開き

ください。歳入でございます。分担金及び負担金の収入済額は２７４万５００円で、内訳

は新規加入分担金でございます。続いて使用料及び手数料でございます、収入済額は２億

５５０万７千９１５円、収入未済額は２４１万５千９８８円でございます。使用料におけ

る収納率は９８．８％となっております。国庫支出金の収入済額は５千２２１万７千円で

ございます。これは簡易水道統合遠隔監視システム改良事業、基幹改良事業、増補改良事

業の補助金でございます。７ページをお開きください。繰入金でございますが、一般会計

繰入金は、２億７千４１５万７千円でございます。前年度からの繰越金は１９７万３千５

３３円でございます。諸収入でございますが、収入済額３６３万４千２３１円でございま

す。主なものといたしましては雷被害による損害共済金と、道路改良による水道管の支障

移転補償金でございます。町債でございますが、収入済額は１億１千４７０万円で、内訳

は簡易水道事業債１億１千３００万円、災害復旧事業債１７０万円でございます。９ペー

ジをお開きください。次に歳出の総務費でございます。支出済額は１億４千１１２万４千

４１６円でございます。主なものにつきましてご説明いたします。需用費３千８７７万８

千２９２円、電気代と修繕料が大半を占めております。役務費１千４９２万７千１５２円、

水質検査手数料と遠方監視用の通信費が主なものでございます。委託料９４９万７千７５

２円で、浄水施設や監視システム等の保守点検委託料、検針委託料、管路診断調査委託料

でございます。工事請負費は７０６万９千５４円で、量水器の取替工事等、道路改良によ

る水道管支障移転工事費、豪雨災害に伴う応急復旧工事費等でございます。公課費は５６
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５万８００円でございますが主に消費税でございます。１１ページをお開きください。簡

易水道事業費でございます。支出済額は１億６千９７０万３千５６１円でございます。主

なものは委託料２千５３６万８千円、水道工事にかかる測量設計業務委託料でございま

す。工事請負費１億４千１５９万３千５５０円で、これは簡易水道統合事業や基幹改良事

業、増補改良事業等の工事費でございます。１３ページをお開きください。基金積立金が

１千万４千４４１円でございます。公債費が３億２千７１５万２千５２２円でございま

す。償還元金が２億４千４０６万４千２６１円で、償還利子が８千３０８万８千２６１円

でございます。１５ページをお開きください。災害復旧費でございますが、支出済額が４

６０万３千１０９円、翌年度繰越額が４３４万円でございます。予備費でございますが、

豪雨災害に伴う応急復旧工事等に充てるため、総務費へ１０７万８千円を充用しておりま

す。１ページおめくりください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額が６億５

千４９３万４千６２０円、歳出総額が６億５千２５８万８千４９円、歳入歳出差引額は２

３４万６千５７１円、翌年度へ繰り越すべき財源として繰越明許費繰越額が４万円、実質

収支額は、２３０万６千５７１円でございます。続きまして、議案第９６号平成２５年度

邑南町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につきましてご説明申しあげます。決算書

の１ページをお開きください。１ページから４ページまでは歳入歳出の決算書でございま

す。詳細は事項別明細書で説明させていただきますのでここでは合計額のみ申しあげま

す。歳入の予算現額は９億６千４７２万６千円、調定額は９億７千１２万４千７４円、収

入済額は９億６千７８９万７千４９円、収入未済額は２２２万７千２５円でございます。

３ページをお開きください。歳出でございますが、予算現額は歳入と同額の９億６千４７

２万６千円でございます。支出済額は９億４千８８５万３３２円、不用額は１千５８７万

５千６６８円でございます。歳入歳出差引残額は１千９０４万６千７１７円でございま

す。主な項目につきましては事項別明細でご説明申しあげます。５ページをお開きくださ

い。歳入でございます。分担金及び負担金の収入済額は１千４０万円でございまして、内

訳は衛生費分担金が４８０万円、農林水産業費分担金が１９０万円、土木費分担金が３７

０万円でございます。続いて使用料及び手数料でございます。収入済額は１億６千１９万

３千４５３円、収入未済額は１８３万７千２５円でございます。これは、生活排水処理、

農業集落排水、下水道の使用料等でございます。収納率は９８．９％となっております。

７ページをお開きください。国庫支出金でございます。収入済額は５６８万４千円、これ

は合併浄化槽整備事業にかかる国庫補助金でございます。続きまして繰入金でございま

す。収入済額は５億４千８８９万７千円で、下水道事業、農業集落排水事業、生活排水処

理事業への一般会計繰入金でございます。前年度繰越金は収入済額１千３０万４千９５９

円でございます。９ページをお開きください。諸収入でございます。収入済額は９１万３

千４８９円、これは道路改良に伴う農業集落排水施設移転補償費でございます。次に町債

でございます。収入済額は２億３千１５０万円で、これは合併処理浄化槽整備にかかる生

活排水処理事業債と、生活排水処理事業、農業集落排水事業、下水道事業にかかる資本費

平準化債、及び、浄化槽の災害復旧工事に係る災害復旧事業債でございます。続きまして

１１ページをお開きください。歳出の衛生費でございます。支出済額は９千６４２万２千

５円でございます。生活排水処理事業一般管理費は６千１２０万３千８４０円でございま

す。主なものとしまして、需用費が９３６万７千２４１円で、浄化槽の電気代と修繕料、
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豪雨災害に伴う修繕料などでございます。役務費は２千６０６万４千６５８円でございま

す。これは汚泥引き抜き手数料が主なものでございます。委託料は１千８２４万２千７０

０円、浄化槽の管理委託料でございます。生活排水処理事業費は３千５２１万８千１６５

円でございます。主なものは、工事請負費が３千４５０万４千４７０円でございます。こ

れは合併処理浄化槽２３基にかかる設置工事費でございます。１３ページをお開きくださ

い。農林水産業費でございますが、農業集落排水事業一般管理費の支出済額は９千６０８

万８千４２３円でございます。主なものは需用費が３千６３７万８千６１円で、これは処

理施設の電気代と修繕料が主なものでございます。役務費は１千４３２万６千４３９円、

汚泥引き抜き手数料が主なものでございます。委託料は１千６９７万４千７７５円で処理

場の管理委託料でございます。土木費ですが、下水道事業一般管理費の支出済額は１億９

４２万２千９２０円でございます。１５ページをお開きください。主なものといたしまし

て、需用費が３千２８３万５千６３６円で、これは処理施設の電気料と修繕料が主なもの

でございます。委託料３千８４１万８千９７５円、処理施設の管理委託料でございます。

公課費は５７５万３千７００円で主に消費税でございます。次に、基金積立金ですが２千

万４千１４８円でございます。公債費は６億２千５３５万８千８３６円でございます。償

還元金は４億８千９０４万７千９６７円、償還利子は１億３千６３１万８６９円でござい

ます。１７ページをお開きください。災害復旧費でございますが１５５万４千円でござい

ます。これは被災した合併処理浄化槽の復旧工事費でございます。予備費でございますが、

豪雨災害に伴う修繕料等に充てるなど、生活排水処理事業一般管理費、下水道事業一般管

理費へ７１万６千円を充用しております。１ページおめくりください。実質収支に関する

調書でございます。歳入総額が９億６千７８９万７千４９円、歳出総額は９億４千８８５

万３３２円で、歳入歳出差引額また実質収支額とも、１千９０４万６千７１７円でござい

ます。以上でございます。よろしくお願いいたします。 

●藤間総務課長（藤間修） 番外。 

●議長（山中康樹） 藤間総務課長。 

●藤間総務課長（藤間修） 議案第９７号平成２５年度邑南町電気通信事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてご説明を申しあげます。決算書の１ページをお開きください。１ペー

ジから４ページまでは歳入歳出の決算書でございますが、主な事業の項目につきまして

は、事項別明細書において説明いたします。今回は総額のみを説明いたします。予算現額

歳入でございますが４億３千１９５万９千円、調定額４億３千５１２万１千３８６円、収

入済額４億３千４５１万２６５円、収入未済が６１万１千１２１円でございます。３ペー

ジ、４ページをお開きください。歳出でございます。予算現額は同額でございます。支出

済額４億２千４７０万２千４１１円、不用額７２５万６千５８９円、歳入歳出差引高は９

８０万７千８５４円となっております。続きまして５ページ、６ページ事項別明細でござ

います。歳入の分担金及び負担金でございます。３１２万円でございますが、これは施設

の加入負担金と引き込み工事負担金でございます。使用料及び手数料でございます。２億

２千１１６万７千４０６円。これは、基本チャンネルの利用料あるいはインターネットの

利用料でございます。続きまして７ページ、８ページでございます。中ほどの繰入金でご

ざいます。一般会計繰入金が１億８千１８８万２千円となっております。続きまして、９

ページ、１０ページでございます。町債、千２１０万円。番組制作業務及び放送施設整備
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費に充当しております。続きまして歳出でございます。１１ページ、１２ページ、一般管

理費でございます。２億５千５９６万４千５０３円でございますが、主なもの、委託料が

５千６５０万円あまりですけども、インターネットの接続料、ＩＰ電話の回線料、メール

サーバーの保守料、電話帳の作成費等でございます。１４使用料及び賃借料でございます

が９千３００万円あまり。これはＩＰ電話の使用料、ＮＨＫの受信料、賃借料につきまし

ては、電柱の共架料等でございます。工事請負費が２千３０万円あまりですけども、これ

は支障移転でございます。続きまして、１３、１４を飛ばしまして、１５ページ、１６ペ

ージでございます。中ほどに基金積立金がございます。７４４万３千５３８円を積み立て

ております。こうか費でございます。これは１億５千６２５万４千３７０円、元気な地域

づくり交付金の補助残の借入金の元利償還でございます。一番最後のページ、実質収支に

関する調書でございます。歳入総額が４億３千４５１万２６５円、歳出総額が４億２千４

７０万２千４１１円、歳入歳出差引額が９８０万７千８５４円でございます。実質収支額

も同額となっております。以上、地方自治法９６条第１項の規定に基づきまして議会の認

定に付するものでございます。よろしくお願い申しあげます。 

●議長（山中康樹） 決算審査の報告。監査委員から、平成２５年度邑南町各会計歳入歳出決

算審査意見書が提出をされております。審査結果について監査委員の説明を求めます。 

●實田監査委員（實田譲） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 實田代表監査委員。 

●實田監査委員（實田譲） 平成２５年度の審査にあたりましては決算が正確に行われてい

るかは言うまでもございませんが平成２５年度の邑南町は大きな災害に見舞われ復旧事

業が進められる一方で、Ａ級グルメのまちや日本一の子育て村などの事業が広く報道され

大きな話題となっております。そんななかで、２５年度の事業の成果や邑南町の財政はど

のようになってきたのか、また、どういう問題点があるのかを念頭において審査を行い意

見を書かせていただきました。それでは審査意見書をお開きください。平成２５年度邑南

町各会計歳入歳出決算審査意見書、地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付

された平成２５年度邑南町各会計歳入歳出決算及び証書類その他政令で定められた書類

の審査を終了いたしましたので次のとおり意見を付します。平成２６年８月２５日、邑南

町監査委員實田譲、邑南町監査委員中村昌史、邑南町長石橋良治様、邑南町議会議長山中

康樹様。えー、ひとつ開いていただきまして、目次でございますが、下記の目次に沿いま

して意見を述べさせていただきます。１ページでございます。各会計歳入歳出決算審査意

見。審査の対象、各会計歳入歳出決算書並びに関係諸帳簿、証書類、平成２５年度邑南町

一般会計と下記６事業の特別会計並びに付属書類であります。審査の期間、平成２６年７

月２２日から平成２６年８月の１２日まで１６日間であります。審査の方法、この決算審

査にあたり、町長より審査に付された決算報告書に基づき計数を確認するとともに、その

会計処理が適正確実に行われたかどうかを検証するため会計帳票及び関係証書類との照

合等審査を実施いたしました。審査の結果でございます。審査に付された各会計歳入歳出

決算書及び付属書類の計数は、決算諸帳簿、証書類等を点検審査した結果、いずれも決算

計数に相違なく、適正に執行されたものと認めました。また、審査の結果の詳細は以下の

とおりでございます。なお、審査の調査資料の内、一部の統計表において千円未満の端数

処理に伴い集計表と誤差がございます。また、講評の報告にあたりまして、調査票の数字
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や文面においてもところどころ割愛をさせていただいたり、新たに付け加えさして報告さ

していただきますのでご了承くださいませ。２ページでございます。決算の概況、はじめ

にということで、平成２５年度は集中豪雨により邑南町は甚大な被害に見舞われ、復旧事

業が町行政として全力あげて取り組まれました。一方、Ａ級グルメのまちや日本一の子育

て村事業を通じて、邑南町の知名度が上がり、イメージアップにつながって。現在では定

住者の増加など徐々に成果として現れてきた年度であったと位置づけました。決算収支の

状況は、表のとおりでございますが、２５年度は一般会計、特別会計を合わせ、予算、歳

入歳出額ともに増加となっております。数字は５年間ぐらいを並べてみますと、そこには

物語ができるとされておりますことから、以下の表において、５年ぐらいを並べればよか

ったんですが、用紙のスペースもございまして、４年間を並べておりますので、数字を比

較して過去を思い起こし今後の参考にしていただければと思っております。３ページでご

ざいます。普通会計のうちの一般会計の概要、決算の概要は下記の表のとおりでございま

す。審査結果でございます。平成２５年度の一般会計は災害復旧事業や前年度からの繰越

の建設事業により一般会計の歳入総額は１３１億９千５９２万円、前年度比８．１％増、

歳出総額は１２６億８千９３５万円、前年度比６．５％増となっております。次に電気通

信事業特別会計の概要、決算の概要は表のとおりでございます。４ページでございます。

審査結果でございますが、邑南町は高い利用率となっております。平成２６年度からは一

般社団法人おおなんケーブルテレビへ番組作成と情報通信機器等の保守などが業務委託

されます。もう既に現時点では業務委託となっております。普通会計における歳入歳出総

額につきましては地方財政状況調査の作成要領に基づく決算額のため、一般会計と電気通

信事業特別会計を合わせて、両間において行き来した額を相殺した額となっております。

５ページでございます。財政状況。普通会計の決算状況は表のとおりでございます。また、

財政指標等の状況も表のとおりでございます。審査結果でございます。標準財政規模が平

成２４年度と比較しますと１億１千４百万円減少しております。主な要因は、普通交付税

が１億２千４百万円減少によるものであります。経常収支比率は、高止まりとなってはお

りますが、前年度と比較して０．４ポイント下がり改善されて９３．７％となっておりま

す。主な要因は、一般的な人件費から災害復旧にかかる臨時経費へ転嫁となったことから

経常経費が約８千万円減少、また、町税収入もわずかながら増加となったことが要因でご

ざいます。６ページでございます。積立金は、減債基金の積み増しや地域経済活性化基金

を新たに積み立てしたことで、基金全体で２億２千２百万円増加となっております。また、

地方債につきましては、今年度も繰上償還はございませんでしたが、通常の償還額が発行

額を上回り１億７千万円減少しております。普通会計歳入状況、自主依存財源別の概要は

表のとおりでございます。普通会計の歳入決算額は、１３４億４千５９９万９千円となり

前年度比８％増加しております。自主財源においては、昨年度比０．１％増加、依存財源

においても９．７％増加となっております。審査結果でございます。普通会計の歳入総額

が増加しております。増加の主なものは国、県の支出金や地方債となっており、依存財源

が前年度に比べ、大きく増加しております。人口の減少や景気の低迷が続いているなかで、

自主財源に乏しい町財政は、人口対策については取り組みがなされているが、未収金の徴

収など、少しでも依存財源に頼らない体質づくりが求められるところでございます。７ペ

ージでございます。普通会計歳出状況、性質別経費の概要は表のとおりでございます。前
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年度と比較して人件費や物件費が減少するなかで、普通建設事業費や災害復旧による復旧

費が大きく増加しております。審査結果でございます。平成２５年８月の豪雨災害による

災害復旧費や前年度からの繰越事業による普通建設事業が大きく増加しております。一

方、人件費につきましては、主に一般的な人件費から災害復旧にかかる臨時経費として転

嫁となったことから減少しております。また、物件費につきましては、主に２つの保育所

が公設から民設に移行されたことにより支出の項目が物件費の委託料から扶助費となっ

たものでございます。また、積立金につきましては、減債基金や地域経済活性化基金が積

み立てされましたが、前年度よりは減少となったものでございます。８ページでございま

す。 

●議長（山中康樹） えー、監査委員さんの審査結果の説明の途中ではございますが、ここで

休憩に入らせていただきます。再開は、午後１時４５分とさせていただきます。 

―― 午前１２時１０分 休憩 ―― 

―― 午後 １時４４分 再開 ―― 

●議長（山中康樹） 再開をいたします。實田代表監査委員。 

●實田監査委員（實田譲） それでは、８ページの方から始めさせていただきます。目的別経

費の概要は表のとおりでございますが、前年度と比較して総務費が９千５００万円、消防

費が９千２００万円減少している一方で、教育費は１億３千３００万円増加しておりま

す。審査結果でございます。総務費の減少の主な要因は、職員の退職に伴う退職手当特別

負担金が前年度より減少したものであります。また、消防費の減少は、江津邑智消防組合

への負担金の減少によるものであります。一方、教育費の増額につきましては、瑞穂小学

校の体育館の建設に伴うものが主な要因でございます。９ページでございます。普通会計

の収支からみた積立金と地方債の推移でございまして、２５年度をみてみますと、収支に

おいて積立金の積み増し２億２千２２８万３千円、地方債へ１億７千６７８万円の償還が

できております。３年間をみても大きな事業が進められる中で計画的に積立金は積み増し

され地方債は償還が進んでおり、評価はしておりますが、しかし、他町村も同じような状

況かと思います。今後とも財政が悪化しないよう対策を講じていかれることを要望いたし

ます。１０ページでございます。財産の管理状況は下記のとおりでございまして、平成２

５年度中に取得、減少した主な財産で大きなものはイの物件のなかの地上権で町行、総研

分収林、主に江の川開発公社の関係で、１４万２千５２３．８１平米と増加をしておりま

す。その他大きな増減はございませんので、省かさせていただきます。１２ページでござ

います。現地踏査であります。平成２６年７月３０日、１日間で、平成２５年度施行の５

事業９か所を踏査いたしました。災害復旧事業の４か所を踏査をいたしました。一つ目は、

簾金比羅線１号箇所道路災害復旧工事、二つ目は有安川１号箇所河川災害復旧工事、三つ

目は８２の２号の中山１号農地災害復旧工事、１３ページでございます。四つ目は高尾瀬

１号農地災害復旧工事、災害復旧以外のもので一つ目は若者定住住宅日貫団地建設事業、

１４ページでございます。民間賃貸住宅建設補助事業、三つ目が瑞穂小学校屋内運動場改

築事業、四つ目が町道中ノ原新山線改良事業、１５ページでございます。以上踏査をいた

しましたが、いずれの事業も適切に執行されているものと認めました。１６ページでござ

います。普通会計の審査意見、財政運営についてでございます。交付税等の増加が主な要

因で、ここ近年、標準財政規模が増加してきましたが、２５年度は普通交付税の減少で、
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標準財政規模は減少となりました。しかし、現時点において、まあ、総合的に財政に支障

はないものと思慮しております。標準財政規模の額が主に普通交付税によって左右されま

す。また、標準財政規模は町の健全化に大きな影響を与えることから、今後さらなる対策

が必要かと思われます。町の歳入財源である町税等の未収金がここ近年大口先の加重によ

って大きく増加しております。このままの状況では一層多額化が懸念されるところでござ

います。３３ぺージの方へ未収金の調書を添付しております。まあ大きく増加はしており

ますが、近隣の町や同規模の町と未収金についてまあ人口割で比較してみますと、どちら

かというとまだ本町は小さい方ではあります。まあ、町税の収入率も県内でも高い方なの

で今早く対策が求められるところでございます。財務事務について、予算の流用、予備費

の充当は件数金額とも災害復旧費により増加しておりますが、いずれも適正に取り扱われ

ておりました。不用額につきましては、主なものは需用費、委託料かっこ除雪費、扶助費、

２４年度の繰り越しで補正のできないものなので事業の執行を怠ったものではないと認

めました。財産管理について、現在、固定資産台帳の整備が進められており、土地につい

ては電算化は終了して、仕分けを整理中であります。建物についても電算化はなされてお

りますが、評価が行われてなく、２９年度までに完備予定であります。遊休地や遊休施設

は平成２５年度には、若者定住用の民間賃貸住宅用地などで４件の土地が売却整理されま

した。今後とも解決に努められるよう要望いたします。１７ページでございます。人事管

理について、合併の効果により職員数が減少してきましたが、ここ近年、業務の内容も多

様、複雑化してきております。業務執行に支障のない人員配置が望まれますので、定員適

正化計画の見直しも検討されたいと思います。また、平成２５年度に人件費が減少したの

は、一般的な人件費から災害復旧にかかる臨時経費として転嫁されたことや、職員の減員

や任期付職員の退職に伴う給与や退職手当特別負担金などが減少要因であります。また、

ここ近年職員のイレギュラーな事務取引が発生しております。職場の分野ごとにおける専

門教育につきましては良くなされておると思われますが、事務に対する単年度会計とか、

出納閉鎖間の対応など、事務処理に対する姿勢について指導を職場で行っていただきたい

というふうに思います。職員数の推移、また、人件費比率は表のとおりでございます。１

８ページでございます。危機管理について、平成２５年度は大きな災害があり、町民の防

災意識も高まり大きく自主防災組織の結成や防災士の確保につながっております。１９ペ

ージでございます。公営事業会計で国民健康保険事業特別会計、決算の概要は表のとおり

でございます。保険税の収入未済額が２千６１１万２千円となり対前年度比１９パーセン

トとなり年々増加傾向にあります。審査意見でございます。平成２５年度は、わずかでは

ございますが国民健康保険税が引き下げられました。医療費は、これまで減少傾向にあり

ましたが一般被保険者分が若干の伸びを示し、基金取り崩しにより補てんしている状況で

あり、今後の運営には慎重に対応すべきであります。２０ページでございます。国民健康

保険直営診療所事業特別会計、決算の概要は表のとおりでございます。審査意見でござい

ますが、邑南町には３診療施設がありますが、診療件数は年々減少しております。２５年

度も診療収入は減少となったものの、総務費等の減少により実質収支は前年度並みとなっ

ております。２１ページでございます。後期高齢者医療事業特別会計、決算の概要は表の

とおりでございます。今後とも高齢者の健康福祉の充実、健康指導事業が各課連携して行

われるよう体制等を検討して健全な保険事業が運営されるよう要望いたします。２２ペー
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ジでございます。簡易水道事業特別会計、決算の概要は表のとおりでございます。施設の

中には、４０年以上経過している施設もあり、劣化が進み機器の故障や漏水等が発生して

おります。漏水による有収率は、７０パーセントで、非効率となっておりますので改善さ

れたいと思います。今後は、老朽化に伴う施設の改修や更新、維持管理体制の見直しが急

務であります。町民に安心安全な飲料水を低コストで無駄なく供給できる健全経営の基盤

の構築を図られるよう要望いたします。２３ページでございます。下水道事業特別会計、

決算の概要は表のとおりでございます。審査意見でございますが、下水道の平成２５年度

末における普及率は９１．１パーセントとなっており、全国的にも高い水準となっており

ます。今後は合併浄化槽の設置事業やその他施設の維持管理が主体業務となっておりま

す。また、使用料の徴収につきましては、条例や要綱に沿って誤りのないよう厳正に対処

されるよう強く要望いたします。２４ページでございます。平成２５年度財政健全化審査

意見書、健全化の状況は表のとおりでございますが、審査結果で個別意見でございます。

実質赤字比率について、平成２５年度の実質赤字比率はございません。また、連結実質赤

字比率につきましても赤字はありません。２５ページでございます。実質公債費比率につ

いて、平成２５年度の実質公債費比率１５．８パーセントとなっており、２４年度算定分

の１５．１パーセントと比較して０．７ポイント悪化しております。単年度の比率は、平

成２５年度は１６．８パーセントとなっております。平成２５年度の数値の悪化につきま

しては、分子となる地方債の元利償還金や事務組合等が地方債の元利償還金に充てたと認

められる補助金が前年度に比べ減少、計約４千４００万円、したものの、分母となる標準

財政規模も前年度に比べ約１億２千４００万円減少したためであります。２５年度の単年

度数値が悪化しているため今後の財政運営には注意をされたいと思っております。将来負

担比率について、私はこの比率が一番大事じゃあないかというふうに思っておりまして、

平成２５年度の将来負担比率は、１５５．３パーセントとなっており、まあ大まかに言い

ますと将来負担額は標準財政規模の約１年６か月分となっております。平成２４年度算定

分の１５０．５パーセントと比較して４．８ポイント悪化をしております。これは分子に

おける普通会計に係る地方債の現在高や公営企業会計への繰り出し見込み額が減少した

ものの、債務負担行為に基づく支出予定額や事務組合への、組合の負担金など見込み額が

増加となったためであります。また、分母となる標準財政規模の減額も大きな要因の一つ

であります。今、政府では地方の創生が行われようとしております。おりまして、まあ交

付税等の財源は今後若干不透明ではありますものの、健全化の比率が早期健全化基準を超

えないよう対策を進めていくことを要望いたします。２６ページでございます。是正改善

を要する事項、昨年度までは、実質公債費比率及び将来負担比率ともに改善されてきまし

たが、今年度はいずれも悪化しております。いずれも大きな要因は、分母となる標準財政

規模、かっこ普通交付税の減少という外的要因であります。今後、本町の大きな財源であ

る地方交付税は、その減額幅は若干不透明ではあるものの、平成２７年度から合併算定替

の漸減が行われ、段階的に一本算定に移行となります。これらを勘案し、適正な財政計画

の立案と計画に沿った財政運営に努められるよう要望いたします。２７ページでございま

す。平成２５年度簡易水道事業特別会計経営健全化審査意見書、審査の結果で個別意見で

ありますが、資金不足はありませんので、特に指摘する事項はございません。２８ページ

でございます。平成２５年度下水道事業特別会計経営健全化審査意見書、審査結果で個別
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意見でありますが、下水道の方も資金不足はありませんので、特に指摘する事項もござい

ません。２９ページでございます。基金運用状況審査意見書、審査の対象は下記の六つの

基金であります。一つ目は土地開発基金、土地の先行取得を目的とした基金ではあります

が、平成１７年度末から増減もなく活用されておりません。俗に言う睡眠基金となってお

ります。基金を解消して有効な活用方法を検討されることを強く要望いたします。高額療

養費貸付基金、平成２５年度中の貸付利用はありませんでした。三つ目は文化芸術振興基

金、カルチャーバスの入場券先行予約などに利用され有効に活用されております。四つ目

は奨学基金、２５年度中に継続５名、新規１名に対し、１９８万円の貸し付けが行われ、

３３名から５４８万５００円の償還がありました。３０ページです。五つ目が医療福祉従

事者確保奨学基金、預金残高は２千８３２万円で２７年度中には基金不足が生じる恐れが

ありますので、検討されたいと思います。六つ目は農林業後継者育成奨学基金、２５年度

中に継続１名、新規３名に対し、２５２万円の貸し付けが行われ、本年度末現在高は１千

８００万円となっております。運用表は裏の方につけておりますので見ておいていただけ

ればというふうに思います。３２ページでございます。最後に決算審査のまとめ、平成２

５年度の邑南町の決算は、８月２４日の豪雨災害に見舞われ、災害復旧事業が増大し、決

算規模が拡大しております。一方、２２年、２３年度から発足しているＡ級グルメのまち

や日本一の子育て村の地域活性化事業を通じて､邑南町の知名度が上がり、イメージアッ

プにつながって、現在では定住者の増加など徐々に成果に結びつけることができた年度と

なりました。また、財政においては、普通交付税の減額により標準財政規模が減額となっ

たことから、財政健全化に伴う指標の比率は悪化となっております。今後は交付税につき

ましては政府で地方再生が行われようとして若干不透明なところはございますが、合併特

例措置の漸減が２７年度から行われることや、町の人口減少など地方交付税などの財源の

減少が考えられます。こうした状況のもとで、標準財政規模の縮小が予想されることから、

さらなる対策が必要と考えられます。今後は､これまでの整備されたインフラ維持コスト

や人口減少に伴い人口一人当たりの施設運営費などの上伸が予想されます。そこで、普通

建設事業費などをどのような事業に充当していくかについて検討されたいと思います。ま

た、全ての事業のあり方、一層の経費削減、財産運用の見直しや多額化が進んでいる未収

金の徴収など、適切な財政計画の立案と計画に沿った財政運営に努められるよう要望いた

します。以上でございます。 

●議長（山中康樹） 以上で、實田代表監査委員からの決算審査結果の報告は終わりました。

ここで企画財政課長から訂正の発言を求めておりますので、これを許します。日高企画財

政課長。 

●日高企画財政課長（日高輝和） さきほどの議案第９１号平成２５年度邑南町一般会計歳

入歳出決算の説明でございますが、２７ページから２８ベージのところの県支出金の説明

で収入未済額を９億７千８１６万円と説明いたしましたが、正しくは４億９千１６万円で

ございます。誠に申し訳ありません。訂正をお願いいたします。 

●議長（山中康樹） ただ今の企画財政課長の訂正につきましては、これを了承いたします。

続いて、議案の説明をお願いいたします。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 
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●石橋町長（石橋良治） 議案第９８号から議案１００号までの提案理由をご説明申しあげ

ます。まず、議案第９８号邑南町町営バス条例の一部改正についてでございますが、バス

運行路線の追加に伴う改正でございます。次に、議案第９９号邑南町福祉事務所設置条例

の一部改正についてでございますが、引用法律の題名改正に伴う法律名の改正でございま

す。次に、議案第１００号邑南町生活排水処理施設使用料条例の一部改正についてでござ

いますが、邑南町下水道使用料条例の条文との整合性を図るための改正でございます。以

上、詳細につきましては、それぞれ、担当課長から、説明させますので、よろしくお願い

します。 

●原定住促進課長（原修） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 原定住促進課長。 

●原定住促進課長（原修） 議案第９８号邑南町町営バス条例の一部改正について、ご説明申

しあげます。これにつきましては、けんこう号の月曜日及び金曜日運行便のうち、かねて

より要望のありました、口羽落合地域の路線を延長することについて、邑南町生活交通検

討委員会に諮り、邑南町地域公共交通会議で承認されたことにより、条例改正をするもの

でございます。改正の内容につきましては、議案資料の新旧対照表をご覧ください。まず、

現行の第４条第１項の表の中、路線名４、けんこう号の運行区間の最後は羽須美支所、江

平、上ヶ畑の間となっておりますが、改正後の方の最後の２行にありますように、口羽町

下、下郷の間及び落合、後山の間、この２行を追加するもであります。なお、条例の施行

日は、 平成２６年１０月１日からとしております。以上、地方自治法第９６条第１項の

規定により議会の議決を求めるものであります。 

●飛弾福祉課長（飛弾智徳） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 飛弾福祉課長。 

●飛弾福祉課長（飛弾智徳） 議案第９９号邑南町福祉事務所設置条例の一部改正について

ご説明をいたします。この条例は、次代の社会を担う子どもの健全な育成を図るための次

世代育成支援対策推進法等の一部を改正する法律により、母子及び寡婦福祉法の題名が改

正されたことに伴い、所要の改正を行うものでございます。内容でございますが、新旧対

照表をご覧ください。第３条の所管事務において、現行の下線部母子及び寡婦福祉法を母

子及び父子並びに寡婦福祉法に改正するものでございます。なお、条例の施行日は同法の

施行の日である平成２６年１０月１日としており、附則に規定をいたしております。以上、

地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

●朝田水道課長（朝田誠司） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 朝田水道課長。 

●朝田水道課長（朝田誠司） 議案第１００号邑南町生活排水処理施設使用料条例の一部を

改正する条例につきまして、ご説明いたします。本改正は、邑南町生活排水処理施設使用

料条例の条文につきまして、邑南町下水道使用料条例の条文との整合性を図るために改正

を行おうとするものでございます。使用料の徴収について、下水道使用料条例では、使用

者から使用料を徴収するとあるのに対しまして、生活排水処理施設使用料条例では、第４

条第１項で、施設を使用するため分担金を支払った者、かっこ、以下加入者という。かっ

ことじ又は加入者から住宅等を借り受け施設を使用する者、かっこ、以下使用者という。
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かっことじから使用料を徴収する。とあり、また、第２項では使用者から使用料を徴収す

ることができない場合は、加入者からその使用料を徴収することができるとなっており、

使用料の徴収対象者に差異が生じております。これにつきまして、事業種別により使用料

徴収の条文が違うということは、町民の皆様に混乱を招く恐れがあること、また、使用料

は使用の対価として当然に使用者から徴収すべき性格のものであることから、生活排水処

理施設使用料条例を下水道使用料条例と同一にすべく改正するものでございます。改正点

につきましては新旧対照表で、ご説明いたします。１ページをご覧ください。第４条第１

項中、施設を使用するため分担金を支払った者、かっこ、以下加入者という、かっことじ、

又は加入者から住宅等を借り受け施設を使用する者、かっこ、以下使用者という、かっこ

とじ、を使用者に改め、同条中第２項を削り、第３項を第２項とし、第４項から第６項ま

でを１項ずつ繰り上げます。２ページをご覧ください。第６条中加入者又はを削り、第８

条中第５項を第４項に改めるものでございます。本条例の施行は、公布の日からとしてお

ります。以上、地方自治法９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございま

す。 

●石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） 議案第１０１号の提案理由をご説明申しあげます。議案第１０１号

邑南町過疎地域自立促進計画の一部変更についてでございますが、邑南町過疎地域自立促

進計画に対象施設を追加するための改正でございます。詳細につきましては、企画財政課

長から説明をさせますのでよろしくお願いします。 

●日高企画財政課長（日高輝和） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 日高企画財政課長。 

●日高企画財政課長（日高輝和） 議案第１０１号邑南町過疎地域自立促進計画の一部変更

についてご説明申しあげます。現在の邑南町過疎地域自立促進計画は、平成２２年度から

平成２７年度までの６年間の計画でございますが、このたび、高齢者等の保健及び福祉の

向上及び増進の区分についての事業計画を一部変更したく提案するものでございます。別

紙をご覧ください。事業の追加でございます。かっこ２、児童福祉施設の下に、新たにか

っこ３として、障害者福祉施設、障害者支援施設、事業内容としまして愛香園改築事業、

事業主体は法人を追加するものでございます。過疎地域自立促進特別措置法の改正に伴

い、障害者福祉施設の整備に要する経費が過疎債の対象経費になったことにより、本町の

計画を変更するものでございます。なお、この計画の変更にあたりましては、過疎地域自

立促進特別措置法第６条第７項の規定により、あらかじめ島根県と協議をすることとなっ

ておりますが、協議の結果、異議なしとの回答を得ております。以上、過疎地域自立促進

特別措置法第６条第７項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。よろしく

お願いいたします。 

●石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） 議案第１０２号から議案第１０４号までの提案理由をご説明申し

あげます。まず、議案第１０２号、工事請負契約の締結についてでございますが、これは
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平成２６年度公共土木施設災害復旧工事にかかる工事請負契約の締結について、議会の議

決を求めるものでございます。既に、相手方と仮契約を結んでおりますので、ご審議のほ

どよろしくお願いします。次に、議案第１０３号町道路線の廃止についてでございますが、

町道１路線を廃止しようとするものでございます。次に、議案第１０４号町道路線の認定

についてでございますが、これは、新規認定として２路線を認定しようとするものでござ

います。以上、詳細につきましては、建設課長から説明をさせますので、よろしくお願い

します。 
●土崎建設課長（土崎由文） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 土崎建設課長。 

●土崎建設課長（土崎由文） 議案第１０２号工事請負契約の締結についてご説明申しあげ

ます。工事名は平成２６年度公共土木施設災害復旧事業、明泉谷川３号箇所河川災害復旧

工事でございます。工事場所は邑南町日和地内の普通河川明泉谷川です。契約につきまし

ては８月２９日に１１社による指名競争入札を行いまして、予定価格７千７３０万円に対

しまして、７千７００万円で落札いたしました。消費税を加えまして、８千３１６万円で

邑南町矢上５千８２４番地４、株式会社溝辺組、代表取締役溝邊達仁氏と８月２９日に仮

契約を締結しております。工事概要でございますが、復旧か所は２５工区ございまして、

総延長は３１０．８メートル、ブロック積み千１１６平米でございます。工期は平成２７

年３月２７日までとしております。以上工事請負契約を締結したいので地方自治法第９６

条第１項及び邑南町議会の議決に付すべき契約及び財産の処分又は、あ、財産の取得又は

処分に関する条例第２条の規定により議会の議決を求めるものでございます。続きまして

議案第１０３号、町道路線の廃止について、議案第１０４号、町道路線の認定について一

括してご説明申しあげます。議案書に添付している各調書をご覧ください。今回廃止及び

認定の二重の手続きをするものが１路線、新たに認定をするものが１路線、計２路線でご

ざいます。廃止及び認定の調書ともに整理番号で整理番号１番でございます。淀田淀原線

は町道田所出羽線より分岐し、県道吉田邑南線を経由して町道小河内出羽線までの路線で

ございます。淀田淀原線の淀田橋はこのたび島根県による出羽川河川改修事業で架け替え

工事を行っていただきました。この際、起点側の既存橋台が民家に近く取り壊すことがで

きなかったため、新たに橋台を下流側に位置をずらして設置いただきました。これにより

起点の地番が変更になったことによるものでございます。続きまして認定調書の整理番号

２番でございます。鳴滝線は県道浜田作木線より分岐し町道青笹線を経由し、才か瀬橋ま

での路線でございます。浜田作木線鳴滝工区の完成に伴い旧県道部分を町道とするもので

ございます。各調書の後ろに路線図を添付しておりますのでご覧ください。以上道路法第

１０条第１項の規定により町道の路線を廃止及び認定したいので同法第１０条第３項の

規定により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いします。 

●石橋町長（石橋良治） はい議長、番外。 

●議長（山中康樹） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） 議案第１０５号邑南町男女共同参画推進の町を宣言することにつ

いてご説明申しあげます。男女共同参画社会は、男女の人権が平等に尊重され、男女が性

別に関わりなくその個性と能力を十分に発揮し、責任を分かち合いながら多様な生き方を
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選択することができる社会でございます。住みよい邑南町を築いていくためには、男女共

同参画社会の実現は不可欠であり、まちづくりの大きな鍵となると考えております。そこ

で、邑南町における男女共同参画社会の実現を、町民と行政が一体となって推進していく

ために、邑南町男女共同参画推進の町を１１月１日の合併１０周年記念式典において宣言

しようとするものでございます。よろしくお願いいたします。次に、議案第１０６号から

第１１２号までの提案理由をご説明申しあげます。議案第１０６号平成２６年度邑南町一

般会計補正予算第３号は、歳入歳出それぞれ６億６１３万４千円増額するものでございま

す。議案第１０７号平成２６年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算第２号は、歳

入歳出それぞれ８万６千円増額するものでございます。議案第１０８号平成２６年度邑南

町国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予算第２号は、歳入の組み替えでございま

す。議案第１０９号平成２６年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号は、

歳入歳出それぞれ１２３万円増額するものでございます。議案第１１０号平成２６年度邑

南町簡易水道事業特別会計補正予算第２号は、歳入歳出それぞれ２０２万６千円増額する

ものでございます。議案第１１１号平成２６年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第２

号は、歳入歳出それぞれ１５万１千円増額するものでございます。議案第１１２号平成２

６年度邑南町電気通信事業特別会計補正予算第２号は、歳入歳出それぞれ１千５２８万円

増額するものでございます。詳細につきましては、それぞれ、担当課長から説明させます

のでよろしくお願いします。 
●日高企画財政課長（日高輝和） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 日高企画財政課長。 

●日高企画財政課長（日高輝和） 議案第１０６号、平成２６年度邑南町一般会計補正予算第

３号についてご説明申しあげます。予算書の１ページをお開きください。第１条の歳入歳

出予算の補正額でございますが、歳入歳出それぞれ６億６１３万４千円を追加いたしまし

て、歳入歳出予算の総額を１４５億９千９０５万２千円とするものでございます。歳入歳

出予算補正の区分及び金額につきましては、２ページから４ページの第１表歳入歳出予算

補正に記載しております。詳細につきましては、予算に関する説明書の事項別明細書で説

明させていただきます。以下、第２条で債務負担行為、第３条で地方債の補正がございま

す。ページの方６ページをお開きください。第２表債務負担行為でございますが、いこい

の村耐震補強等事業費を期間、平成２６年度から平成２７年度、限度額を２億８千９７８

万９千円としております。工事の発注は、本年度に行う予定でございますが、工期が２か

年に及ぶことから次年度に係る事業予定額を債務負担行為として設定させていただくも

のでございます。７ページでございますが、第３表地方債補正でございます。はじめに追

加分でございますが、特定中山間保全整備事業債が１億８千６４０万円でございます。邑

南町が負担すべき農林道の建設費につきまして、繰上償還を行うためのものでございます。

また、林地崩壊防止事業債として、２１０万円を計上しております。続いて変更分でござ

いますが、観光施設整備事業債が２億６千７０万円減額の３億７千８１０万円でございま

す。いこいの村耐震補強等事業の減額に伴うものでございます。次に道路改良舗装事業債

につきましては、９０万円減額の９千４７０万円としております。事業費の減額に伴うも

のでございます。次に災害復旧事業の関係でございますが、過年発生農地補助災害復旧事
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業費につきましては、３３０万円増額の１千４５０万円。過年発生農地小災害復旧事業債

については、３千６５０万円増額の１億７千７８０万円。過年発生農業用施設小災害復旧

事業債は、６千３０万円増額の１億４千１７０万円としております。それぞれ事業費の増

額に伴うものでございます。次に、臨時財政対策債につきましては、２千６３５万円増額

の３億９千５９０万円としております。地方債の合計額でございますが、補正前の限度額

２２億６１５万円に対しまして、５千４６５万円増額の２２億６千８０万円を設定してお

ります。次のページでございますが、予算に関する説明書でございます。表紙をめくって

いただきますと事項別明細書となっております。１ページから３ページは総括表となって

おりますのでご確認ください。説明の方でございますが、４ページからさせていただきま

すので、めくっていただきまして４ページ、５ページをお開きください。はじめに、歳入

でございます。主なものを説明させていただきます。１０款地方交付税でございます。７

月２５日の交付決定により普通地方交付税を４千８２３万１千円増額としております。１

２款分担金及び負担金でございます。農林水産業費分担金及び土木費分担金は、それぞれ

林地崩壊防止事業及び急傾斜地崩壊対策事業に係る受益者分担金でございます。災害復旧

費分担金は、農地及び農業用施設災害復旧事業の受益者分担金でございます。１４款国庫

支出金でございますが、民生費国庫負担金２８０万円は、くるみ学園内に開設された障が

い児放課後デイサービス事業に対するものでございます。６ページをお開きください。１

４款国庫支出金１項国庫補助金でございますが、２総務費国庫補助金として、がんばる地

域交付金を１億８千５１５万３千円計上しております。国の補正予算により創設されたも

ので、老朽施設の解体費及び施設の大規模改修事業費等に充当することとしております。

３民生費国庫補助金の１千９２万９千円は、保育緊急確保事業費として新たに国庫補助金

対象となったもので、これにより子育て支援事業費等を拡充して実施するものでございま

す。８土木費国庫補助金の減額分１千６６９万３千円は、社会資本整備総合交付金で、い

こいの村耐震補強等事業費及び橋りょう長寿命化事業費の減額に係るものでございます。

１５款県支出金でございますが、民生費の関係は障害者福祉事業に対する県の支出金でご

ざいます。６農林水産業費補助金でございますが、新規就農支援事業補助金等５９２万６

千円の増額でございます。８ページをお開きください。１０教育費県補助金でございます

が、子ども読書活動推進事業交付金の増額２９６万７千円でございます。１１災害復旧費

補助金は、農地及び農業用施設災害復旧費に係る補助金の増額でございます。１５款県支

出金、３項委託金でございますが、農林水産業費委託金の３３４万８千円は、県の中山間

地域総合整備事業の圃場整備に係る換地業務の委託金でございます。続きまして１０ペー

ジをお開きください。１８款繰入金、基金繰入金につきましては、いこいの村耐震補強事

業費充当分が１千３０万７千円の減額。施設の修繕に充てる部分が２２７万３千円の増額

で、差引１千１４３万６千円の減額でございます。１９款繰越金は、平成２５年度決算結

果から２億５４６万３千円増額しております。２０款諸収入でございます。４項受託事業

収入は、県の農地中間管理機構からの業務受託費などでございます。５項雑入でございま

すが、介護保険事業の平成２５年度決算に基づく返還金、他団体からの補助金等でござい

ます。１２ページをお開きください。２１款町債でございますが、先ほど地方債補正で説

明いたしましたので省略させていただきます。続きまして１４ページをお開きください。

歳出でございます。２款総務費でございますが、一般管理費でございます。財政調整基金
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を１億６千２３３万８千円。減債基金を６千１１７万５千円計上しております。減債基金

につきましては、特定中山間保全整備事業の将来負担に対応するためのものでございます。

合併１０周年記念事業費は記念切手の作成費でございます。５財産管理費でございますが、

がんばる地域交付金を活用して老朽施設の解体工事を行うものでございます。８地域振興

及び人口定住対策費は、自治会館整備事業で日貫中央自治会館、御謝山自治会館、中野中

央自治会館、断魚自治会館の修繕などに係る事業費でございます。１６ページをお開きく

ださい。２項徴税費でございますが、委託料の７８万９千円は、確定申告システムの改修

で番号制度に対応するためのものでございます。また、邑智郡総合事務組合負担金、情報

システム課も、番号制度導入に係るシステム改修関係の負担金です。以下情報システム課、

あ、邑智郡かいご、邑智郡総合事務組合負担金で、情報システム課と書いてあるものが、

戸籍住民基本台帳費、選挙費、民生費、衛生費にも分割して負担金を計上しております。

１８ページをお開きください。３款民生費でございます。特別会計への繰出金につきまし

ては、平成２５年度決算に伴い調整した額等を計上しております。また、償還金利子およ

び割引料を計上しておりますが、事業費の精算に基づく国及び県への返還金でございます。

目２の社会福祉施設費でございますが、安心センター屋根の改修費でございます。６障害

者福祉費でございますが、障害者通所給付費として５６７万４千円を計上しております。

障害児の放課後デイサービス事業を実施するものなどでございます。７介護保険事業費で

ございますが、地域ケア会議活用推進等事業費３６万６千円は、県の補助事業を受けて実

施するものでございます。２０ページをお開きください。民生費の児童福祉措置費でござ

いますが、国の保育緊急確保事業を受けて、子育て支援対策事業を増額するものでござい

ます。また、障害児保育事業は対象者の増に伴うものでございます。４款衛生費でござい

ます。保健衛生総務費の、簡易水道事業特別会計繰出金でございますが、平成２５年度事

業の精算分が３２０万４千円の減額、公営企業会計への移行に対応するためのシステム整

備事業費分が３千４７０万円の増額で合わせて増額が３千１４９万７千円でございます。

公営企業会計システムの整備費につきましては、当初地方債の対象として見込んでおりま

したが、県との協議の結果、起債の対象とならないことからその財源を手当てするために

繰出しを行うものでございます。なお、この経費につきましては、一部特別交付税により

措置される見込みでございます。５予防費でございますが、母子予防接種事業費１１１万

６千円は、水ぼうそうの予防接種が定期接種化されたことに伴うものでございます。２２

ページをお開きください。６款農林水産業費でございます。１農業委員会費は、補助事業

の追加と組み替えによる増額でございます。２農業振興費でございますが、需給調整円滑

化推進事業費、多面的機能支払い事業費、農地確保利用支援事業につきましては、県の補

助金又は委託金を受けて実施するもので、関係する事務費の増額補正でございます。また、

地産地消推進事業費及び新規就農者支援事業につきましては、対象件数が増えることが見

込まれることから増額するものでございます。５農地費でございますが、特定中山間保全

整備事業として１億８千６４１万９千円を計上しております。建設費に係る邑南町の負担

金について、繰上償還を行うものでございます。また、県からの受託事業として、中山間

地域総合整備事業県営換地業務２２０万２千円を計上しております。２４ページをお開き

ください。２項林業費でございますが、森林総研造林受託事業費の組替と災害被害森林復

旧対策事業としまして、作業道の復旧事業に対する補助金等を計上しております。７款商
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工費でございますが、観光費で２億８千３７１万６千円の減額でございます。いこいの村

耐震補強等事業費の次年度分に係る事業費の減額が２億８千９７８万９千円。施設の修繕

費が２２７万３千円の増額。また、がんばる地域交付金事業を活用して実施する観光施設

等の改修事業費を３８０万円計上しております。２６ページをお開きください。８款土木

費でございます。１項土木管理費では、土木総務費に生活道路整備事業費として２００万

円を計上しております。２項道路橋りょう費でございますが、道路新設改良費に町道３路

線の改修事業費を計上しております。財源としましては、がんばる地域交付金の充当を予

定しております。２８ページをお開きください。３項河川費でございますが、砂防費とし

まして県単の急傾斜地崩壊防止対策費３００万円。河川維持費としまして、井村谷川護岸

改修費６００万円を計上しております。４項住宅費でございます。集落振興対策助成事業

でございますが、対象者が増えたことに伴い７００万円の増額補正でございます。９項消

防費でございますが、防災費としましてヘリポート整備事業３３０万円を計上しておりま

す。３０ページをお開きください。１０款教育費でございます。小学校費及び中学校費で

子ども読書活動推進事業費を増額補正しております。県の補助要項が改正されたことなど

によるものでございます。４項社会教育費でございますが、図書館費の減額は、コーディ

ネーター賃金を小学校費に振り替えるものでございます。また、社会教育施設費において、

がんばる地域交付金を活用した事業として青少年旅行村プールの改修事業費４千７７６

万９千円を計上しております。３２ページをお開きください。体育施設費で、施設管理費

３１１万１千円を計上しております。中野体育館トイレ、井原グラウンドの改修を行うも

のでございます。１１款災害復旧費でございます。農地災害復旧費につきましては、補助

災害の実施設計に伴う増額及び小災害の対象か所数が増えたことにより、１億１千３６１

万２千円の増額補正でございます。また、農業用施設災害復旧費につきましても同様で、

１億１千８０７万４千円の増額補正でございます。３４ページをお開きください。林地崩

壊防止事業でございますが、８月に発生した羽須美地域の林地崩壊防止事業でございます。

以上、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。よ

ろしくお願いいたします。 

●議長（山中康樹） えー、説明の途中ではございますが、ここで休憩に入らせていただきま

す。再開は、午後３時からといたします。 

―― 午後２時４５分 休憩 ―― 

―― 午後３時０１分 再開 ―― 

●議長（山中康樹） 再開をいたします。 

●種町民課長（種文昭） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 種町民課長。 

●種町民課長（種文昭） 議案第１０７号、平成２６年度邑南町国民健康保険事業特別会計補

正予算第２号についてご説明申しあげます。予算書の１ページをお開きください。歳入歳

出予算の総額に、歳入歳出それぞれ８万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳

出それぞれ１４億６千１１１万２千円とするものでございます。詳細につきましては、事

項別明細書の４ページ、５ページをお開きください。まず、歳入でございます。９款の繰

入金でございますが、国民健康保険事業基金繰入金につきましては、前年度繰越金による

財源振替等で１千６３６万４千円の減額、一般会計繰入金につきましては、職員給与費等



 - 40 -

繰入金のうち事務費繰入金として４万５千円を、町単独事業分繰入金として、こども医療

費無料化の影響分が７万４千円、合計で１１万９千円増額しております。１０款の繰越金

につきましては、平成２５年度決算に伴うものでございまして、１千６３３万１千円増額

しております。次に、６ページ、７ページをお開きください。歳出でございます。１款の

総務費でございますが、一般管理費につきましては、番号制度導入に伴うシステム改修費

として邑智郡総合事務組合負担金を３千円増額しております。７款の基金積立金につきま

しては、一般会計からの繰入である、町単独事業分の子ども医療費無料化の影響分７万４

千円をそのまま基金に積み立てるものでございます。１１款の前期高齢者納付金につきま

しては、納付額の確定により予算の不足額９千円を増額しております。以上、邑南町国民

健康保険事業特別会計補正予算第２号につきまして、地方自治法第９６条第１項の規定に

より議会の議決を求めるものでございます。続きまして、議案第１０８号、平成２６年度

邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予算第２号についてご説明申しあげま

す。予算書の１ページをお開きください。この度の補正は、歳入予算の組み替えによるもの

でございますので、歳入歳出予算総額の増減はございません。詳細につきましては、事項別

明細書の２ページ、３ページをお開きください。歳入でございます。３款の繰入金でござ

いますが、一般会計繰入金につきましては、阿須那診療所運営費補てん分の減額でござい

ます。平成２５年度の決算に伴います繰越金と同額の３２９万５千円を減額しておりま

す。４款の繰越金につきましては、平成２５年度決算に伴います繰越金３２９万５千円増

額しております。以上、邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予算第２号につ

きまして、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございま

す。続きまして、議案第１０９号、平成２６年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正

予算第１号についてご説明申しあげます。予算書の１ページをお開きください。歳入歳出

予算の総額に、歳入歳出それぞれ１２３万円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出

それぞれ３億７千５２３万円とするものでございます。詳細につきましては、事項別明細

書の４ページ、５ページをお開きください。まず、歳入でございます。４款繰入金の一般

会計繰入金につきましては、前年度繰越金から繰越金に含まれる出納整理期間中に収入し

ました保険料と、一般管理費の補正額を差し引いた額、１３４万１千円を減額しておりま

す。５款の繰越金につきましては、平成２５年度決算に伴うものでございまして、２５７

万１千円を増額しております。次に、６ページ、７ページをお開きください。歳出でござ

います。１款の総務費でございますが、一般管理費につきましては、番号制度導入に伴う

システム改修費として邑智郡総合事務組合負担金を２千円増額しております。２款後期高

齢者医療広域連合負担金の保険料等負担金でございますが、出納整理期間中に収入した平

成２５年度分の保険料は、平成２６年度の歳出予算で広域連合に納めることとなってお

り、繰越金に含まれております保険料１２２万８千円の増額でございます。以上、邑南町

後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号につきまして、地方自治法第９６条第１項の

規定により議会の議決を求めるものでございます。以上、よろしくお願いいたします。 
●朝田水道課長（朝田誠司） 議長、番外。 

●議長（山中康樹） 朝田水道課長。 

●朝田水道課長（朝田誠司） 議案第１１０号、平成２６年度邑南町簡易水道事業特別会計 

補正予算第２号につきまして、ご説明申しあげます。予算書の１ページを、お開きくださ
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い。 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２０２万６千円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ６億９千２４４万２千円とするものでございます。歳入歳出予算

の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、第１

表歳入歳出予算補正によるものでございます。詳細につきましては、後ほど事項別明細書

で説明させていただきます。地方債の変更は、第２表地方債補正によるものでございます。

４ページをお開きください。簡易水道事業債を補正前の限度額１億４千３５０万円から３

千４７０万円減額し、補正後の 限度額を１億８８０万円とするものでございます。主な

補正につきましてご説明申しあげます。事項別明細書の４ページをお開きください。歳入

でございますが、一般会計繰入金が３千１４９万７千円の増額でございます。これは後ほ

ど説明いたします簡易水道事業債の減額による財源更正が主な要因でございます。前年度

繰越金が、２２０万６千円の増額でございます。雑入は、３０２万３千円の増額でござい

ます。これは自動車損害共済金２万６千円及び前年度の水道施設の雷被害の損害共済金９

９万７千円の収入によるものと、橋梁改良に伴う水道管支障移転補償金２００万円でござ

います。町債は３千４７０万円の減額でございます。これは、簡易水道の法適化、統合の

ための経費に対し、当初、起債を財源に見込んでおりましたが、この経費は特別交付税の

措置対象となるため起債の対象とはならず、簡易水道事業債を減額するとともに、特別交

付税措置を受けるため、一般会計繰入金を財源に組み替えるものでございます。交付税措

置は、法適化・統合に要する経費の２分の１が一般会計繰出金の基準額となり、さらにそ

の２分の１が特別交付税措置されるものでございます。６ページをお開きください。 歳

出の一般管理費でございますが、需用費に２万６千円を増額しておりますが、これは公用

車の修繕料でございます。工事請負費を２００万円増額しておりますが橋梁改良に伴う水

道管支障移転工事費でございます。続きまして、議案第１１１号平成２６年度邑南町下水

道事業特別会計補正予算第２号につきまして、ご説明申しあげます。予算書の１ページを、

お開きください。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１５万１千円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億７千１３万４千円とするものでございます。歳入歳

出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、第１表、歳入歳出予算補正によるものでございます。主な補正につきまして、ご説明

申しあげます。事項別明細書の４ページをお開きください。歳入でございますが、 一般

会計繰入金は１千８９４万５千円の減額でございます。前年度繰越金は、１千８９４万６

千円の増額でございます。雑入は、１５万円の増、自動車損害共済金でございます。６ペ

ージをお開きください。 歳出の農業集落排水事業一般管理費の需用費を１５万１千円増

額しております。これは、公用車の修繕料でございます。以上、地方自治法第９６条第１

項の規定により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いいたします。 

●藤間総務課長（藤間修） 番外。 

●議長（山中康樹） 藤間総務課長。 

●藤間総務課長（藤間修） 議案第１１２号、平成２６年度邑南町電気通信事業特別会計補正

予算第２号についてご説明申しあげます。予算書の１ページをお開きください。第１条とし

まして歳入歳出それぞれ１千５２８万円を追加して総額４億６千４００、９千円とするもの

でございます。詳細につきましては事項別明細をめくっていただきまして、４ペ―ジでござ

います。歳入でございますが、一般会計の繰入金、２５万７千円の減額ですけどもこれは平
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成２５年度の決算の精算分でございます。続きまして繰越金でございますが、９７０万７千

円の増額でございます。それから雑入でございますが、これは、保険、５８３万円、保険の

給付金、後ほど歳出で出てまいりますが修繕費の給付金でございます。６ページ７ページを

お開きください。まず、一般管理費でございます。これが先ほどありました歳入が５８３万

円、その他のところにあたっておりますけども、えー、ＴＡ、ＯＮＵの雷被害による修繕費

でございます。７７７万４千円の増額でございます。これの７５パーセント、５８３万円が

給付金で入ってくるということでございます。続きまして基金の積立金でございます。７５

０万６千円を基金に積むことにしております。以上地方自治法９６条第１項の規定により議

会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いします。 

●議長（山中康樹） 以上で執行部の説明は終了いたしました。日程第７、請願文書表を議題

といたします。本定例会までに受理した請願は、お手元に配布をしております請願文書表

のとおりでございます。ここで、お諮りをいたします。請願第４号につきましては、総務

常任委員会に付託したいと思います。これにご異議はありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

●議長（山中康樹） 異議なしと認めます。したがって、請願第４号につきましては、総務常

任委員会に付託することに決定をいたしました。日程第８、陳情文書表を議題といたしま

す。本定例会までに受理した陳情は、お手元に配布をしております陳情文書表のとおりで

ございます。ここで、お諮りをいたします。陳情第１号につきましては、教育民生常任委

員会に付託したいと思います。これにご異議はありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

●議長（山中康樹） 異議なしと認めます。したがって、陳情第１号につきましては、教育民

生常任委員会に付託することに決定をいたしました。以上で、本日の日程はすべて議了い

たしました。本日はこれにて散会といたします。大変ご苦労さまでございました。 

―― 午後３時１５分 散会 ―― 


